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会
員
の
皆
さ
ま
に

生
き
が
い
と
喜
び
を

　2021年のオープンキャンパスは、コロナウイルス感染拡大防止策を講じた
上で来場型開催を予定しています。緑あふれる広大なキャンパスで、学生スタ
ッフや先生たちと直接話して、大学選びのヒントをつかんでください！

　この夏、麗澤高校では毎年恒例の「サマーチャレンジ寮体験」を実施しま
す。集団生活で養われる「感謝・思いやり・自立」の３つの心と熱い友情。
寮体験では麗澤高校生（寮生）が皆さんをサポートして、実際の寮生活を送
ります。もちろん、高校の授業も体験できます。中学生の皆さんの参加をお
待ちしています。

今後の状況によりプログラムの変更や開催中止の可能性もございます。また日によってプログラムが異なります。
麗澤大学ウェブサイトで随時お知らせいたしますので御確認ください。

学校生活を実感！スクールライフを体験してみませんか？
SS(Student Staff )と呼ばれるお手伝いの本校生徒もサポートするので安心
です。夏の思い出作りにも！参加をお待ちしております。

※要申込。開催日の約1か月前より麗澤大学ウェブサイトよりお申込みいただけます。

オープンキャンパス

サマーチャレンジ寮体験2021

体験入学

麗澤
大学

麗澤
瑞浪

麗澤
中高

自分の目で見て、聞いて、麗澤を体験してみよう！！

感染対策を徹底し、万全の体制で皆さんをお迎えします

小４～小６、中３対象
今年は日帰り実施！ お申込はこちら！

8月21日、22日、9月26日開 催 日
 8月21日、22日 ［2部制］  午前　9：30～12：30

午後　13：30～16：30
9月26日　10：00～15：00
※無料駐車場あり、保護者の方も一緒にご参加いただけます

開 催 時 間

大学説明・入試案内、模擬授業、キャンパスツアー、学部紹介ブースなど主なプログラム

８月21日（土）～22日（日）
１泊２日

日 　 程

 中学２・３年生（男女各15人）対  象

８月15日（日）申 込 締 切

4,000円（食事、レンタル布団代、保険代等）参 加 費

麗澤サマーチャレンジ寮体験係 担当・諫山佳子
（本校ウェブサイトの申し込みフォームからお申し込みください）

問い合わせ先

参加者
募集

日 程 7/30（金）：小4・5年生対象　　7/31（土）：小6年生対象　　8/1（日）：中3対象

開 催 時 間 各日10：00～17：00（予定、時間は変更になる場合があります）

申 込 7/1（木）9：00～　本校HPまたは上記QRコードより　※定員に達し次第申込を締め切ります。

主なプロブラム 授業・楽しいレク等、盛りだくさんです。

参 加 費 用 3,000円（本人＋保護者1名分の昼食込み）　※追加で昼食が必要な場合はお1人につき500円お支払いください。

問い合わせ 入試広報チーム（0572-66-3111）まで
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新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
る
入
学
式
が
実

施
さ
れ
る
か
と
心
配
を
い
た
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
万
全
の
感
染
対
策
に
よ
り
無
事
実
施

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
校
友
会
活
動
は
年
間
行
事

計
画
を
全
面
的
に
見
直
す
こ
と
と
な
り
、
す

べ
て
の
活
動
を
当
面
休
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
ず
会
報
「
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
」
の
発
行

を
中
止
と
し
、
年
会
費
の
納
入
を
見
送
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
、
校
友
会
と
し
て

な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
考
え
た
時
、
活
動

目
的
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
母
校
支
援
を
最
優

先
に
考
え
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
新
学

期
を
迎
え
た
各
学
校
に
状
況
を
伺
い
学
生
支

援
を
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
一
人
も
退
学
者
を
出
さ

な
い
！
」
を
目
標
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

会
員
の
皆
さ
ま
に
生
き
が
い
と
喜
び
を

代
表
理
事
・
会
長

（
32
高
）

松
浪

　
　進

れ い た く の 森

時
に
匹
敵
す
る
状
況
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
と
っ
て
未
知
の
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
と
半
年
が
過
ぎ
た
今

も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
猛
威
を
振
る
っ
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
ま
た
ご
家
族

の
皆
さ
ま
の
中
に
は
、
言
い
表
す
こ
と
の
で

き
な
い
辛
く
て
苦
し
い
ご
経
験
を
さ
れ
た
方

も
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
衷
心
よ
り

お
悔
や
み
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
状
況
下
で
各
学
校
の
卒
業
式
、
ま
た

　
４
万
５
０
０
０
名
余
の
麗
澤
校
友
会
の
皆

さ
ま
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
平
素
は
、
麗
澤
校
友
会
の
活
動
・
運
営
に

多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
１
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
情
報
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
瞬
く
間
に

感
染
が
全
国
に
拡
大
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
の
大
戦
を
経
験
さ
れ
た
ご
先
輩
方
は
そ
の
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個別研修も承ります。詳細は公式HPまたはQRコードから

◇お問合せ◇ 公益財団法人 モラロジー道徳教育財団 社会連携部

担当：中澤史隆（麗高53期・麗大55期）・山本麻千子（麗高・麗大57期）

TEL：04-7173-3182 ／ Email：sharen@moralogy.jp

自分も相手も第三者も
大切にしていくためには !?

「三方よし」の考え方と
スキルを学ぶセミナーがスタート ！

オンラインだから、ご自宅でも
外出先でもご受講いただけます。

Zoomのブレイクアウトルームを
活用したワークセッションも交えた

９０分のセミナーです。

参加費

開催日

定 員

各回２,７50円 （税込）
※オリジナル解説資料代等を含む

各回２５名

７月２９日（木）８月２６日（木）９月１６日（木）
１３：３０～１５：００ 13：30～15：00 13：30～15：00

オススメ

◎ 周囲との人間関係を良くしたい方
◎ コミュニケーション力を高めたい方
◎ 好感を持たれる人間力を磨きたい方

30,000円 （税込）
※オリジナル解説資料代等を含む

参加費

開催日

定 員

各回4,950円 （税込）
※オリジナル解説資料代等を含む

各回２５名

７月１６日（金）８月６日（金）９月１７日（金）
※いずれも16：00～１７：３０ その他日程はHPよりご確認ください

オススメ

◎ リーダーシップを身につけたい方
◎ 社内コミュニケーションを良くしたい方
◎ 経営者として自信を身につけたい方

企業

・団体30,000円 （税込）
※オリジナル解説資料代等を含む

企業

・団体

三方よし
オンラインセミナー

令和３年４月１日より、モラロジー研究所は

に名称変更いたしました

スマホでも学べる！新しい学びの場



ル
ス
対
応
緊
急
学
生
支
援
募
金
」
を
実
施

し
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
も
お
願
い
を
申
し

上
げ
、
校
友
会
を
あ
げ
て
支
援
を
行
い
ま
し

た
。　七

十
数
年
の
校
友
会
歴
史
上
で
初
め
て
の

こ
と
で
す
。

　ま
た
企
業
経
営
の
皆
さ
ま
に
は
支
援
の
一

環
と
し
て
、「
麗
澤
校
友
会
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

サ
イ
ト
」
を
開
設
し
支
援
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
こ
の
サ
イ
ト
は
今
後
一
層
の
充
実
、
再

構
築
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今

後
は
会
員
お
一
人
お
一
人
に
手
の
届
く
、
分

か
り
や
す
い
参
加
し
や
す
い
活
動
に
徹
し
、

各
分
野
で
活
躍
の
理
事
の
皆
さ
ん
と
盤
石
な

体
制
を
構
築
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　今
年
度
は
一
般
社
団
法
人
と
し
て
の
役
員

改
選
期
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
各
母
校
麗
澤

会
も
併
せ
て
新
役
員
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
三
母
校
麗
澤
会
執
行
部
も
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
母
校
と
し
っ
か

り
と
連
携
し
て
、「
会
員
相
互
の
親
睦
」「
知

徳
の
研
鑽
」「
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

た
め
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
生
き
が
い
と
喜
び

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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一
般
社
団
法
人
麗
澤
校
友
会
が
主
催
し
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
柏
と
共
催
、
柏
市
教
育
委
員
会
と
柏
市
商

工
会
議
所
の
後
援
を
得
て
「
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル
　
光
る
絵
本
展 

in 

柏
」
を
５
月
21
日
（
金
）、

22
日
（
土
）
の
２
日
間
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
柏
で
開
催
し
ま
し
た
。「
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル
」
は
お
笑

い
コ
ン
ビ
の
キ
ン
グ
コ
ン
グ
西
野
亮
廣
さ
ん
原
作
の
60
万
部
超
え
の
大
ヒ
ッ
ト
絵
本
。
そ
の
挿
絵
を
特

殊
フ
ィ
ル
ム
に
描
き
ラ
イ
ト
で
光
ら
せ
て
バ
ス
の
中
に
展
示
す
る
幻
想
的
な
移
動
式
の
個
展
で
す
。
麗

澤
大
学
の
学
生
た
ち
30
名
が
自
主
活
動
と
し
て
企
画
・
立
案
・
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
２
日
間
で
の

べ
５
４
０
人
が
バ
ス
の
個
展
を
訪
れ
、
学
生
企
画
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
約
３
７
０
人
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
作
成
に
約
４
０
０
人
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
約
３
６
０
人
と
大
盛
況
で
し
た
。「
地
域
に
活
性
化

と
子
供
た
ち
に
笑
顔
を
」
の
想
い
か
ら
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
だ
学
生
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
乗
り
越
え
て
実
現
し
た
プ
ロ
セ
ス
か
ら
沢
山
の
こ
と
を
学
び
、
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル 

光
る
絵
本
展 

in 
柏

　
こ
の
企
画
は
「
地
域
連
携
実
習
」
と
い
う
授
業
か
ら

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
を
終
え
て
プ
ペ
ル
バ
ス
を

見
送
っ
て
い
る
時
、
企
画
を
無
事
に
完
遂
で
き
た
と
い

う
事
実
と
と
も
に
、
半
年
と
い
う
時
を
経
て
、
と
も
に

挑
み
続
け
た
仲
間
と
の
日
々
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
気
づ
い
て
、
私
は
大
き
な
喪
失
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　
私
た
ち
２
年
生
は
入
学
し
て
か
ら
1
年
間
、
ほ
と
ん

ど
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し
ま
し
た
。
大
き
い

と
い
う
噂
だ
け
を
聞
い
て
い
る
大
学
、
な
ん
だ
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
と
受
け
る
講
義
。
初

め
て
の
経
験
に
右
往
左
往
し
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か

な
と
思
い
な
が
ら
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
現
状
に

悶
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
私
た
ち
１
年
生

が
履
修
す
る
「
地
域
連
携
実
習
」
の
授
業
が
始
ま
る
と

い
う
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。
私
は
現
状
打
破
と
意

気
込
み
、
絵
本
が
好
き
だ
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
い
く

つ
か
あ
る
企
画
の
中
か
ら
、
す
ぐ
に
「
プ
ペ
ル
バ
ス
企

画
」
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

　
試
行
錯
誤
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
今

回
、
な
ん
と
か
企
画
の
実
施
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
な
ど
で
企
画

の
開
催
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
前
例
の
な
い
企
画
で
前
日
ま
で
不
安
や
心
配
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、
当
日
、
来
て
く
れ
た

「えんとつ町のプペル　光る絵本展 in柏」に携わって
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子
供
た
ち
が
楽
し
か
っ
た
！
と
見
せ
て
く
れ
た
屈
託
の

な
い
笑
顔
、
仲
間
た
ち
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
企
画
の
一

つ
一
つ
を
目
の
前
に
し
て
、
今
ま
で
の
汗
も
涙
も
全
部

必
要
だ
っ
た
と
胸
を
張
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
私
の
中
で
も
こ
の
企
画
は
大
き
な
挑
戦
で
し

た
。
全
く
異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
仲
間
が

た
く
さ
ん
い
る
中
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
立
場
に
何
回
も
何
回

も
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
力
不
足
を

痛
感
し
て
悔
し
く
て
、
や
め
よ
う
か
な
と
考
え
た
こ
と

も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
私
が
リ
ー
ダ
ー
で
本
当
に

い
い
の
か
と
も
が
く
度た

び

に
、
い
つ
も
仲
間
が
大
丈
夫
、

支
え
る
か
ら
と
言
っ
て
私
を
引
き
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。「
き
ら
が
リ
ー
ダ
ー
で
よ
か
っ
た
」
と
最
後
に
み

ん
な
は
言
っ
て
く
れ
た
け
れ
ど
、
私
に
と
っ
て
み
ん
な

の
リ
ー
ダ
ー
で
い
ら
れ
た
こ
と
が
最
高
に
誇
ら
し
か
っ

た
で
す
。
絵
本
の
中
で
プ
ペ
ル
た
ち
は
星
を
探
す
た
め

に
旅
に
出
ま
す
が
、
私
が
こ
の
今
回
の
旅
で
見
つ
け
た

の
は
、
星
の
よ
う
に
輝
く
忘
れ
ら
れ
な
い
仲
間
と
の
出

会
い
、
そ
し
て
こ
の
先
絶
対
に
忘
れ
ら
れ
な
い
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
の
思
い
出
で
す
。

　
こ
の
度
、校
友
会
の
皆
さ
ま
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
面

で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。バ
ス
を
誘
致
し
て
く
だ

さ
っ
た
西
山
さ
ん
、い
つ
も
元
気
に
私
た
ち
を
助
け
て
く

だ
さ
っ
た
黒
須
先
生
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
、出
会
え
た
仲
間
で
あ
り
、笑

顔
で
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

麗
澤
大
学
２
年
外
国
語
学
部
　
細
貝
季
来
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（幼稚園も含めて）

母校令和 3 年度入学式
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　４月５日（月）、中学校第20期170名と、高等学校第76期237名の入学式が挙行されました。前夜か
ら降った雨は上がり、鳥のさえずりがこだまする麗澤の森に、学校生活への期待を胸に秘めた真新し
い制服姿の新入生を迎えました。会場と保護者の皆さま、そして教職員を中継で結び、画面越しに式
での新入生の様子を見守りながら、国歌と校歌は心の中で斉唱いたしました。

麗澤大学入学式

麗澤中学・高等学校入学式

　穏やかな晴天に恵まれた４月２日（金）、学部生、大学院生、研究
生、合わせて583名の新入生を迎え、キャンパスの満開の桜に彩られた
中で令和３年年度麗澤大学入学式を挙行いたしました。
　来賓として、本学の卒業生であり、世界的に有名なプロ車いすテニス
プレーヤーである国枝慎吾選手（65高大）にご臨席を賜り、麗澤の名を
高め、麗澤精神を体現し、国内外で広くご活躍されていることに対し
て、「麗澤フェロー」第１号の授与を行いました。

麗澤フェローとは、政治、経済、
文化、スポーツ等の各界におい
て国内外で活躍し、「麗澤」を代
表する者に授与する今年度より
新設された称号です。フェロー
の名のとおり、永遠の友情・仲
間という意味も含んでいます。



母校令和 3 年度入学式
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　４月７日（水）、中学校第37回、高等学校第62回の入学式が厳粛に挙行されました。全国から集
まった中学生61人、高校生84人の麗澤瑞浪生としての６年間、３年間がいよいよ始まりました。

　新入園児の皆さん、ようこそ！
　４月13日（火）、幼稚園遊戯室で入園式が行われました。途中雨がぱらつくこともありましたが、
新入園児をお祝いするかのように雲が晴れ、快晴の中での入園式となりました。どのお友だちも楽し
みに待っていた幼稚園への入園、少し緊張気味でしたが、みんなうれしそうで、ニコニコ顔で、保護
者の方に付き添われて元気に登園してきました。新入園児の紹介では、一人一人呼名をされ、先生に
呼ばれると、「はーい！」とみんな元気に手をあげて、答えることができました。

麗澤瑞浪中学・高等学校

麗澤幼稚園
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麗
澤
校
友
会
創
立
75
周
年
記
念
大
同
窓
会
（
主

催
：
一
般
社
団
法
人
麗
澤
校
友
会
、
実
行
委
員

会
：
兵
庫
県
麗
澤
会
）
を
令
和
元
年
９
月
７
日

（
土
）、
世
界
遺
産
の
姫
路
城
が
あ
る
姫
路
市
の

ホ
テ
ル
日
航
姫
路
で
廣
池
幹
堂
名
誉
会
長
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
14
期
～
81
期
の
会
員
と
ご
家
族
、

総
勢
２
０
０
名
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
麗
澤
校
友
会
は
昭
和
19
年
９
月
24
日
に
「
東
亜

外
事
専
門
学
校
」
第
１
期
卒
業
式
に
合
わ
せ
て
同

窓
会
組
織
「
麗
澤
会
」
と
し
て
発
足
し
、
初
代
理

事
長
に
は
廣
池
千
英
先
生
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

爾
来
令
和
元
年
に
75
周
年
を
迎
え
、
会
員
数
（
在

学
生
と
卒
業
生
）
は
４
万
５
０
０
０
人
余
と
な
り

ま
し
た
。

　
記
念
大
同
窓
会
は
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
黙
禱

の
あ
と
、
松
浪
進
麗
澤
校
友
会
長
の
「
75
年
の
歳

月
を
振
り
返
り
４
万
５
０
０
０
名
余
の
会
員
と

な
っ
た
今
、
本
日
の
大
会
が
『
会
員
相
互
の
親

睦
』『
知
徳
の
研
鑽
』『
母
校
の
発
展
に
寄
与
す

る
』
た
め
の
記
念
行
事
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
廣
池
名
誉
会
長
の
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
各
母
校
の
徳
永
澄
憲
麗
澤
大
学
学
長
、
松
本

卓
三
麗
澤
中
学
・
高
等
学
校
長
、
蟹
井
克
也
麗
澤

瑞
浪
中
学
・
高
等
学
校
長
か
ら
各
校
の
近
況
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
同
窓
会
で
は
会
員
で
結
成
さ
れ
た
「
お
や
じ

バ
ン
ド
」
の
演
奏
で
大
い
に
会
場
は
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
大
抽
選
会
の
後
、「
暁
鐘
」
を
全
員
で

大
合
唱
し
熱
気
で
溢
れ
ま
し
た
。

麗
澤
校
友
会
創
立
75
周
年
記
念

大
同
窓
会
in
兵
庫
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麗
澤
校
友
会
創
立
75
周
年
記
念

大
同
窓
会
in
兵
庫



戦没麗澤会員75年慰霊祭を開催

　
学
園
内
の
霊
堂
隣
に
「
戦
没
麗
澤
会
員
の
碑
」
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
18
年
10
月
21
日
は
神
宮
外
苑
競
技
場
で
出
陣
学
徒

壮
行
会
が
行
わ
れ
た
日
で
し
た
。
こ
の
時
、
麗
澤
三
母
校
の

前
身
で
あ
る
東
亜
専
門
学
校
の
生
徒
百
数
十
名
が
参
加
し
、

11
月
14
日
に
は
学
園
で
学
徒
出
陣
式
が
兼
行
さ
れ
仮
卒
業
書

を
手
に
、
特
別
幹
部
候
補
生
や
海
軍
予
備
学
生
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
学
園
を
去
っ
て
行
っ
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
昭
和
19
年

か
ら
20
年
に
か
け
て
戦
場
に
て
一
般
の
応
召
に
よ
る
戦
死
者

を
含
め
１
０
１
名
の
方
が
尊
い
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
代
は
移
り
75
年
も
の

月
日
が
経た

ち
ま
し
た
。
今
日
の
繁
栄
は
こ
う
し
た
大
切
な
命

の
犠
牲
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
麗
澤
校
友
会
で
は
「
わ
が
祖
国
防
衛
の
た
め
」「
父

母
の
住
む
国
土
を
守
る
」
の
意
気
に
燃
え
て
殉
じ
て
い
か
れ

た
先
輩
の
御
霊
を
慰
め
、
こ
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た

平
和
を
守
る
「
祈
り
の
日
」
を
持
ち
た
い
と
慰
霊
祭
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
９
月
28
日
（
土
）
に
霊
堂
前
で
執
り
行
い
ま
し

た
慰
霊
祭
に
は
、
廣
池
幹
堂
名
誉
会
長
を
は
じ
め
ご
遺
族
代

表
を
含
む
70
名
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。
祭
主
・
松
浪 

進
会

長
の
第
一
祝
詞
、
副
祭
主
・
松
岡
省
一
副
会
長
の
第
二
祝
詞

に
続
い
て
廣
池
幹
堂
名
誉
会
長
の
追
悼
詞
の
奏
上
が
そ
れ
ぞ

れ
な
さ
れ
、
玉
串
奉
奠
、
参
列
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
慰
霊
祭
終
了
後
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
「
ま
ん
り
ょ
う
」
で

直
会
の
昼
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
献
杯
は
、
岡
田
恭
彦
前

会
長
の
発
声
で
行
わ
れ
、
懇
談
の
中
で
は
、
ご
遺
族
代
表
の

方
に
ス
ピ
ー
チ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
34
年
に
建
立
さ
れ
、
昭
和
53
年
に
33
年
祭
、
平
成
６

年
に
50
年
祭
が
行
わ
れ
た
「
戦
没
麗
澤
会
員
の
碑
」
に
改
め

て
感
謝
の
気
持
ち
を
さ
さ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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　令和元年９月28日（土）に、「Reitaku Welcome  
Back BBQ 2019」を開催しました。当日は同じく麗澤
校友会主催の「戦没麗澤会員75年慰霊祭」も開催され
ました。
　現役麗澤大生、大学院生、平成31年３月に麗澤大学
を卒業した「新社会人」をはじめ、家族同伴でご参加
の方、教職員･･･総勢約90名が集い、「ただいま！」
と「おかえり！」で会場がいっぱいになる、まさに大
同窓会となりました。
　毎年恒例のビンゴ大会では、「福井スペシャル」と
いう企画のもと「福井県」にちなんだ６品に加え、全
17品の景品を各会員様よりご提供いただきました。さ

らに学生団体「Japanesia」からも活動内で製作され
た１品をご提供いただきました。
　新社会人の会員の皆さんを中心に、愉快で美

お

味
い

しく
和やかな交流ができました。

　令和２年９月26 日（土）午後、「第一回オンライン
マルシェ＠麗澤校友会」をZoom上で開催しました。
麗澤校友会らしく、大学生、新社会人から会社社長ま
で幅広い世代と経歴の会員がオンライン上で繫がって
予定時間を超えて盛り上がり、新たな交流の形の第一
歩を記しました。
　麗澤会の日（９月24日）がある９月下旬にはこれ
まで「新社会人歓迎会（平成28、29年）」、「Reitaku 
Welcome Back BBQ（平成30年、令和元年）」を開催
して、麗澤から社会に出た新社会人を中心に麗澤会員

が世代・母校を越えて繫がるイベントを行ってきまし
た。コロナ禍の今年はリアルでのイベント開催が難し
いため、新たなオンラインイベントを試みました。今
回は、麗澤校友会が８月に立ち上げた「麗澤校友会ビ
ジネス支援」サイトと連携した、ビジネス支援サイト
出店者の方々による商品・サービスの紹介と、参加者
同士のオンライン上での交流が中心となりました。短
い時間でしたが、世代、エリア、職業などを越えて
幅広くネットワークを広げられる麗澤校友会への期
待を共有し、新たな繫がりも生まれました。参加者
の方々からは、「全国から参加できるのが素晴らしい
です。麗澤の輪広げましょう！！　ＯＢと現役が入れ
る麗澤らしいコミュニティだと思います」「とても有
意義な時間でした！」「しばらく、麗澤から離れてい
たので、ちょっとドキドキでしたが、楽しく参加させ
ていただきました。素敵な企画をありがとうございま
した」など好評をいただきました。今回の経験を踏ま
えて、今後、ぜひまた皆さんとアイデアを出し合いな
がら、いろいろな交流の場を創っていきたいと思いま
す。

第一回オンラインマルシェ＠麗澤校友会を
開催しました

「Reitaku Welcome Back BBQ 2019」
大盛況にて開催しました
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総合ランキング 

世界大学ランキング日本版 2021

国際性 千葉県１位
５年連続

1位
５年連続１位をキープ

（全国：18位、私立大学：13位）

（全国私大：33位）
千葉県私大２位

10 人に
1人が
留学生

全教員の 5人に
1人が外国人教員

国際学部 /外国語学部 /経済学部

オンライン留学プログラム
海外協定校が提供する授業をオンラインで開講するもので、集中的な言語
学習に加え、現地の人々との交流を可能にしたオンラインプログラムです。

日本にいながら現地学生、地域住民と交流が可能。

南イリノイ大学（アメリカ）
イリノイ州で環境、貧困、医療などの多様な分野で活躍
している地元のリーダーたちを講師として招き、社会貢
献とは何かについて英語で議論を交わします。
学生は、そのコミュニティが抱える問題や地域連携につ
いて学び、文化交流を楽しみながら、その学びを日本の
社会でどのように実践に移せるかについて考えます。

プログラム例

言語教育の専門集団「CEC」による卓越した英語教育
TESOL や応用言語学の専門家で構成されたスペシャリスト集団「CEC」。全学部を対象と
した、言語習得を達成するための教育プログラム開発を行っています。また、言語教育分
野における研究や技術の発展を積極的に取り入れ、継続的にカリキュラムを改善し、常に
最新の言語教育を提供できる体制を整えています。

言葉を学びながら世界を広げていく 
グローバル専門教育

数字でみる麗澤大学の国際性

ハイヤー



令和3年度　陸上競技部名簿
学年 名前 出身県 出身高校
4 浅井　匠 愛知 中部大第一
4 大野　裕貴 佐賀 鳥栖工業
4 近藤　光竜 岐阜 土岐商業
4 椎野　修羅 愛知 愛知黎明
4 柴田　太尊 長崎 大村工業
4 塚谷　希 福井 敦賀気比
4 廣田　海心 長崎 西海学園
4 山川　太一 新潟 関根学園
4 山本　蒼弥 新潟 関根学園
3 宇都木　秀太 愛知 岡崎西
3 金澤　稜己 愛知 中部大第一
3 工藤　郁也 大分 鶴崎工業
3 清水　佑輔 岡山 岡山商科
3 髙木　大誠 愛知 愛知黎明
3 松本　開渡 愛知 愛知黎明
3 松元　響 愛知 愛知黎明
3 本藏　駿 鹿児島 鶴翔
3 山口　祐司 福井 啓新
2 大澤　巧使 静岡 島田
2 大橋　陸 神奈川 駒澤大学高校
2 奥田　捺暉 島根 明誠
2 小倉　聖海 新潟 八海
2 神之田　真紘 鹿児島 鶴翔
2 鴨志田　遼太郎 千葉 八千代松陰
2 小山　陽生 福井 美方
2 今野　元揮 宮城 東北
2 今野　純 宮城 東北
2 宮本　大也 愛媛 宇和島東
2 若田　宗一郎 栃木 文星芸術大学附
1 牛ノ浜　翔汰 鹿児島 鶴翔
1 大里　昌真 佐賀 純真
1 工藤　大和 千葉 八千代松陰
1 小林　丈留 三重 四日市工業
1 坂本　優騎 富山 高岡商業
1 鈴木　康也 千葉 拓殖大紅陵
1 鈴木　龍星 宮城 東北
1 中野　貴誉 鹿児島 鶴翔
1 廣瀬　啓伍 福井 美方
1 二川　健伸 茨城 水戸葵陵

　
第
97
回
箱
根
駅
伝
で
は
、
難
波
天
選
手
が
関
東
学
生
連
合

チ
ー
ム
の
1
区
を
任
せ
て
い
た
だ
き
、
終
盤
ま
で
先
頭
争
い

を
繰
り
広
げ
る
激
走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
時
代
は

力
の
あ
る
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
4
年
間
の
取

り
組
み
で
箱
根
駅
伝
で
も
戦
え
る
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
難
波
選
手
を
含
め
、
下
級
生
の
と
き
か
ら

チ
ー
ム
を
牽
引
し
て
く
れ
た
学
年
が
卒
業
を
迎
え
戦
力
低
下

を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
春
、
力
の
あ
る
新
入
生
が

多
数
入
学
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
等
を
し
っ
か
り
と
育
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
あ
と
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
で
本
戦
出
場
を
逃
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
予
選
会
が
終
わ
っ
た
直
後
は
こ
れ
だ
け

や
っ
て
き
た
の
に
何
で
ダ
メ
だ
っ
た
ん
だ
…
と
、
な
か
な
か

現
実
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
『
勝
ち

に
不
思
議
の
勝
ち
あ
り
、
負
け
に
不
思
議
の
負
け
な
し
』
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
勝
つ
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
足
り

て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
チ
ー
ム
で
共
有
し
、
日
々
の
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
箱
根
駅
伝
予
選
会
ま
で
半
年
を
切
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
悔
し
さ
を
力
に
変
え
、
残
さ
れ
た
日
々
を
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
応
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

麗
澤
大
学
陸
上
競
技
部
監
督
　
　

�

山
川
　
達
也

箱
根
駅
伝
本
戦
出
場
に
向
け
て

総合ランキング 

世界大学ランキング日本版 2021

国際性 千葉県１位
５年連続

1位
５年連続１位をキープ

（全国：18位、私立大学：13位）

（全国私大：33位）
千葉県私大２位

10 人に
1人が
留学生

全教員の 5人に
1人が外国人教員

国際学部 /外国語学部 /経済学部

オンライン留学プログラム
海外協定校が提供する授業をオンラインで開講するもので、集中的な言語
学習に加え、現地の人々との交流を可能にしたオンラインプログラムです。

日本にいながら現地学生、地域住民と交流が可能。

南イリノイ大学（アメリカ）
イリノイ州で環境、貧困、医療などの多様な分野で活躍
している地元のリーダーたちを講師として招き、社会貢
献とは何かについて英語で議論を交わします。
学生は、そのコミュニティが抱える問題や地域連携につ
いて学び、文化交流を楽しみながら、その学びを日本の
社会でどのように実践に移せるかについて考えます。

プログラム例

言語教育の専門集団「CEC」による卓越した英語教育
TESOL や応用言語学の専門家で構成されたスペシャリスト集団「CEC」。全学部を対象と
した、言語習得を達成するための教育プログラム開発を行っています。また、言語教育分
野における研究や技術の発展を積極的に取り入れ、継続的にカリキュラムを改善し、常に
最新の言語教育を提供できる体制を整えています。

言葉を学びながら世界を広げていく 
グローバル専門教育

数字でみる麗澤大学の国際性

ハイヤー

13 R E I T A K U  N o . 1 5 4



中
学
野
球
部
で
自
宅
待
機
中
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン
部
活
」、
各
種
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

  

　
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
昨
年
５
月
以

降
、
中
学
野
球
部
で
は
生
徒
達
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
体
力
・
筋
力
の
維
持
向
上
、
そ
し
て

生
徒
が
一
生
懸
命
に
練
習
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
的
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
部
活
」
を
実
施
し
、

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
の
各
種
メ
デ
ィ

ア
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
生
徒
は
ト
レ
ー
ナ
ー
が
作
成
し
た
動
画

で
動
き
を
確
認
し
実
践
、
顧
問
が
正
し
い
姿
勢

で
行
え
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
。
続
い
て
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
生
徒
か
ら
の
提
案
。
野
球

の
ル
ー
ル
や
戦
略
を
共
有
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
話
し
合
い
で

は
、
各
自
が
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
で
議

論
を
深
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
最
後
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
。
在
宅

な
ら
で
は
の
活
動
な
の
で
、
時
に
は
飲
み
物
を

飲
ん
だ
り
お
菓
子
を
食
べ
た
り
。
外
出
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
学
生
に
と
っ
て
、
仲

間
と
の
他
愛
の
な
い
会
話
は
、
こ
の
期
間
の
楽

し
み
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
野
球
部
顧
問
の
小
宅
崚
太
（
お
や
け
・
り
ょ

う
た
）
先
生
は
、「
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ

ら
れ
れ
ば
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
お
の
ず
と
上

が
り
、
笑
顔
も
増
え
ま

す
。
そ
れ
は
大
人
も
子

供
も
同
じ
。
生
徒
の

〝
つ
な
が
り
た
い
〟
と

い
う
気
持
ち
は
、
休
校

前
よ
り
強
く
な
っ
て
い

る
気
が
し
ま
し
た
」
と

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

り
ま
し
た
。
で
す
が
今
回
の
文
化
祭
の
「M

usic 
Project

」 

の
お
か
げ
で
先
輩
方
と
で
き
る
最
後

の
演
奏
の
場
を
用
意
し
て
い
た
だ
け
て
、
す
ご
く

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
参
加
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。

●  

初
め
て
の
こ
と
だ
ら
け
で
最
初
は
た
め
ら
い
も
あ

り
ま
し
た
。
で
す
が
、
今
回
歌
を
歌
い
、
映
像
を

作
り
、
み
ん
な
に
見
て
も
ら
い
、
本
当
に
素
敵
な

経
験
を
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
！
　
来
年
も
よ

か
っ
た
ら
や
り
た
い
で
す
！
　
本
当
に
良
い
経
験

で
し
た
‼

　
　《
視
聴
者
の
コ
メ
ン
ト
》

●  
皆
さ
ん
の
努
力
を
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
。
一
つ
一

つ
の
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
詰
ま
っ
て
い

て
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
！
　
初
め
て
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
や
特
技
な
ど
な
ど
、
見
て
い
て
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
！

●  

自
分
も
な
に
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

か
な
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

れ
い
こ
う
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
令
和
2
・
3
年
度
の
麗
澤
中
学
・
高
等
学
校
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
中
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
な
お
、
オ

ン
ラ
イ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
ト
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
職
業
別
講
演
会
、
各
部
活
動
か
ら
の
報
告
は
、
新
た
に

創
刊
す
る
情
報
誌
『
れ
い
こ
う
』（
令
和
3
年
7
月
1
日
発
刊
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 
 

れ
い
こ
う
麗
澤
会 

広
報
担
当

R
E

IK
O

 T
O

P
IC

S

と
い
う
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
文
化
祭
」
を
企
画
し
ま
し

た
。

　
当
初
、
無
観
客
で
実
施
す
る
方
向
で
し
た
が
、
各

学
年
の
生
徒
で
話
し
合
い
を
重
ね
、
中
学
の
出
展
は

オ
ン
ラ
イ
ン
上
と
会
場
型
を
組
み
合
わ
せ
る
ほ
う
が

い
い
と
提
案
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

　
文
化
祭
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
行
う
こ
と
で
、
新
し

い
企
画
「M

usic Project

」
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
有
志
生
徒
に
よ
る
企
画
で
、
歌
や
楽
器

演
奏
、
ダ
ン
ス
な
ど
音
楽
に
関
係
の
あ
る
こ
と
を
、

１
人
１
台
所
持
し
て
い
るChrom

ebook

で
録
画

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
、
そ
し
て
実
際
の
文
化
祭
の
会

場
で
流
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
企
画
の
目
的
は
、
①
中
学
生
が
文
化
祭
で
自

主
的
に
参
加
で
き
る
機
会
を
広
げ
る
、
②
人
前
に

立
っ
て
発
表
す
る
と
い
う
経
験
が
で
き
る
、
③
芸
術

に
関
す
る
発
表
に
よ
り
想
像
性
と
創
造
性
を
養
う
、

④
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
向
上
　
の

４
点
で
す
。

　
生
徒
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
オ
ン
ラ

イ
ン
」
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
前
向

き
に
捉
え
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
を
新
し
い
形
へ
と
変

化
さ
せ
ま
し
た
。
本
企
画
に
関
心
を
も
っ
て
参
加
し

て
い
る
生
徒
は
お
よ
そ
２
０
０
人
で
、
発
表
作
品
は

20
を
超
え
ま
し
た
。

　
以
下
は
生
徒
た
ち
の
声
で
す
。

　
　《
作
品
製
作
者
と
し
て
》

● 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
い
ろ
ん
な
行
事
が
な
く
な

り
、
吹
奏
楽
部
と
し
て
も
コ
ン
ク
ー
ル
や
演
奏
会

な
ど
、
目
標
と
し
て
い
る
発
表
の
場
が
な
く
な

コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
麗
鳳
祭
」。
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
「M

usic

　

Project

」
大
好
評
。

　
令
和
２
年
９
月
11
・
12
日
に
令
和
２
年
度
の
文
化

祭
を
開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

教
職
員
と
生
徒
の
み
で
実
施
。
ま
た
会
場
だ
け
で
な

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
す
る
ダ
ブ
ル
で
開
催
す
る生徒の作品動画の一例

企画賛同者からのメッセージ

　「Music　Project」の企画に賛同
したヒューマンビートボックス日本
チャンピオンの今川真大さん（写真
右・麗澤79期）、共に活動する、るー
かさん、とおるすさん、Shimo-Ren
さん、おがわさん、ヨシダゲインさ
んから、「新型コロナウイルスで大変な状況の中ではございますが、音楽の力
で乗り越えていきましょう」と力強いメッセージをいただくとともに、素晴ら
しい演奏を披露してくれました。
　なお麗澤中高のホームページのリンクからは、このメッセージ動画のほか、本
企画に賛同した大塚製薬株式会社からのメッセージ、歌手の横洲かおるさんと
ピアニストの高知尾純さんからのメッセージ動画も閲覧することができます。

発想は無限大。コロナ禍でも負けない生徒たち！
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男
女
寮
合
同
夕
礼
に
て
、
れ
い
こ
う
麗

澤
会
の
野
本
廣
之
会
長
に
よ
る
特
別
講

話
を
実
施

　
５
月
28
日
の
男
女
寮
合
同
夕
礼
に
て
、
れ
い
こ
う
麗
澤
会

の
野
本
廣
之
会
長
（
麗
澤
40
期
）
よ
り
、「
自
ら
麗
寮
で
学

び
、
実
践
し
、
社
会
で
役
立
つ
人
間
に
な
る
」
と
題
す
る
特

別
講
話
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、「
何
が
あ
っ
て
も
動
じ
な
い
精
神
力
を
３
年
間
の

麗
澤
教
育
で
培
う
こ
と
が
で
き
た
」
と
切
り
出
し
た
野
本
会

長
は
、
自
身
の
麗
寮
で
の
学
び
が
、
そ
の
後
の
人
生
で
ど
う

影
響
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
麗
寮
で
得
た
も
の
は
「
あ
い
さ
つ
や
靴
を
揃
え
る
」
と

い
っ
た
礼
儀
に
始
ま
り
、「
人
間
関
係
」「
親
を
想
う
気
持

　
令
和
元
年
11
月
27
日
（
水
）、
廣
池
千
九
郎

記
念
講
堂
に
て
、
中
学
１
・
２
年
生
を
対
象

に
、
世
界
で
活
躍
中
の
プ
ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト
平
野

裕
樹
子
（
ひ
ら
の
・
ゆ
き
こ
）
氏
（
平
成
６
年

度
卒
業
生
）
と
イ
タ
リ
ア
か
ら
同
じ
く
プ
ロ
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
ア
ド
ル
ノ
氏
を

本
校
に
お
招
き
し
て
、
特
別
ピ
ア
ノ
公
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
で
３
度
目
と
な
る
特
別
公
演
会
は
、
麗

澤
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
平
野
氏
の
「
学
校
に

何
か
恩
返
し
が
で
き
な
い
か
。
次
世
代
を
担
う

子
供
た
ち
に
、
奏
者
の
息
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る

距
離
で
本
物
の
音
楽
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
想

い
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
平
野
氏
は
、
伝
統
あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か

ら
最
近
の
作
品
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
、

対
象
と
な
る
生
徒
の
年
齢
に
応
じ
て
選
曲
さ

れ
、
後
輩
た
ち
の
心
に
素
敵
な
何
か
を
届
け
た

い
と
の
思
い
で
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
話

ピ
ア
ノ
公
演
会

ち
」「
自
治
性
」「
人
と
の
絆
」「
共
同
生
活
で
身
に
つ
け
た

人
の
心
に
気
づ
く
力
」
な
ど
を
話
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
日
々

の
自
身
の
生
活
や
思
い
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
熱
心
に
講

義
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
「
人
は
小
さ
な
事
し
か
変

え
ら
れ
な
い
が
、
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
大
き
く
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
み
な
さ
ん
も
、
少
し
意
識
を
変
え
て
日
々
生

活
し
、
幸
せ
に
な
り
、
社
会
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
野
本
会
長
の
実
体
験
を
も
と
に
し
た
「
今
、
寮
生
活
に
懸

命
に
向
き
合
う
後
輩
た
ち
へ
」
の
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
生
徒
一
人
一
人
の
心
に
、
し
っ
か
り
と
届
い
た
よ
う
で

す
。
以
下
は
講
義
ノ
ー
ト
に
綴
ら
れ
た
生
徒
の
感
想
で
す
。

　
「
本
日
の
講
話
で
改
め
て
寮
生
活
の
偉
大
さ
を
知
り
ま
し

た
。
最
近
、
よ
う
や
く
私
も
親
の
大
切
さ
、
親
が
心
配
し
て

く
れ
る
有
難
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
６
年
に
な
っ
て
、
寮
生

活
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
、
考
え
る
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
時
で
も
寮
生
活
を
し
て
い
る
こ
と

の
意
義
を
忘
れ
ず
、
意
識
を
少
し
変
え
て
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」（
６
年
）

　
「
自
分
も
知
ら
な
い
う
ち
に
成
長
で
き
て
い
る
の
か
な
と

思
い
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
親
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
で
、

改
め
て
親
の
存
在
の
大
き
さ
を
知
っ
た
し
、
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
分
恩
返
し
が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。
若
い
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
、
頑
張
っ
て
、
失
敗
し
た
り
成
功
し
た
り
す
る
こ
と
を
経

験
し
て
お
き
た
い
で
す
。
話
を
し
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」（
５
年
）

　
「
私
は
入
寮
し
て
２
カ
月
で
す
が
、
同
級
生
が
元
気
が
な

か
っ
た
り
、
悩
ん
で
い
る
と
自
分
の
心
の
中
の
大
部
分
を
そ

の
友
人
が
占
め
ま
す
。
本
日
の
お
話
を
聞
き
、
自
分
の
心
の

中
で
他
人
を
思
う
こ
と
が
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
意
識
を

少
し
変
え
る
こ
と
で
人
生
が
大
き
く
変
わ
る
。
本
日
の
お
話

を
こ
れ
か
ら
の
寮
生
活
で
忘
れ
ず
に
、
寮
生
活
を
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」（
４
年
）

世
界
で
活
躍
中
の
プ
ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト
平
野
裕
樹
子
氏
（
麗
澤
58
期
）
と

イ
タ
リ
ア
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
ア
ド
ル
ノ
氏
を

お
招
き
し
て
ピ
ア
ノ
公
演
会
を
開
催

【
平
野
裕
樹
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　日
本
大
学
芸
術
学
部
卒
（
総
長
賞
を

得
て
首
席
）。
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
・
ノ

ル
マ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「The Paris 

International Sum
m

er Sessions

」

に
て
選
抜
者
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
し
、
デ
ィ
プ
ロ
ム
を
取

得
。
こ
れ
ま
で
に
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
、
チ
ェ
コ
の
各
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
招
か
れ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
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不
易
流
行

　
本
校
は
、
令
和
２
年
に
創
立
60
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
ビ

ジ
ョ
ン
を
発
表
し
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
改
革

に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
少
し
不
易
流
行
と
い
う
言
葉
を
借
り
て
話

を
す
る
と
、
一
般
的
に
は
「
時
代
を
超
え
て

変
わ
ら
な
い
教
育
」（
不
易
）
と
「
時
代
の

変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

教
育
」（
流
行
）
が
あ
る
と
考
え
る
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
不

易
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
を
大
切
に
す
る
」
気
持
ち
が
強
け
れ

ば
強
い
ほ
ど
、
改
革
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
と
聞
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
流
行
と
い
う
言
葉
に
は
、「
は
や
り
、

一
過
性
の
も
の
」
と
い
う
軽
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
た
め
か
、
改
革
へ
の
ブ
レ
ー
キ
は
さ
ら

に
倍
加
す
る
と
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考

え
方
で
は
、
不
易
と
流
行
が
二
項
対
立
の
様

相
を
呈
し
て
し
ま
い
ま
す
。
不
易
を
大
切
に

す
る
の
は
、
安
定
を
求
め
る
人
の
本
性
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
こ
の
よ
う
な
不
易
流

行
の
受
け
止
め
方
は
誤
り
で
す
。

　
辞
書
に
よ
れ
ば
、「
不
易
の
中
に
流
行
を

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
不
易
の
本
質
で
あ

り
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
て
流
行
が
永
遠
性

を
獲
得
し
た
も
の
が
不
易
で
あ
る
か
ら
、
不

易
と
流
行
は
同
一
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
不
易
流
行
と
い

う
言
葉
自
体
は
、
変
え
る
こ
と
、
改
革
す
る

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
言
葉
な
の
で
す
。

　
本
校
は
、
先
人
・
先
輩
方
よ
り
す
ば
ら
し

い
教
育
理
念
を
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、「
何
を
変
え
な
い
か
」
で
は
な
く
、

「
何
を
取
り
入
れ
て
よ
り
良
く
変
化
す
る

か
」、
こ
の
部
分
を
積
極
的
に
考
え
ら
れ
る

学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

原
点
回
帰

　
本
校
が
新
し
く
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン
は
次
の

通
り
で
す
。

「
世
界
で
活
躍
で
き
る
日
本
人
を
輩
出
す
る

進
学
校
」

　
し
か
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
は
決
し
て
新
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
前
述
の
と

お
り
、
創
立
者
が
私
塾
を
立
ち
上
げ
た
と
き

か
ら
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
人
材
を

輩
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
さ
ら
に
、
本
校
の
初
代
校
長
廣
池
千
英

先
生
も
、
生
徒
た
ち
に
対
し
て
「
国
際
的
日

本
人
た
れ
」
と
常
々
言
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
た
だ
の
国
際
人
で
は
な
く
、
日
本
の
歴

史
、
価
値
観
、
道
徳
観
を
知
り
、
そ
れ
ら
を

胸
張
っ
て
海
外
に
発
信
で
き
る
人
材
を
育
て

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
現
代
社
会
は
、
先
人
た
ち
が
予
想
し
た
と

お
り
に
、
着
実
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
ま
し

た
。
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
ま
す
ま
す

加
速
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
に
お
い
て
、
学
校
教
育
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
何
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

す
る
た
め
に
、
単
に
語
学
力
を
高
め
、
世
界

と
戦
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
身
に
つ
け
る

だ
け
で
は
、
日
本
出
身
の
優
秀
な
人
材
が
世

界
で
活
躍
し
た
と
し
て
も
、
や
が
て
日
本
人

は
い
な
く
な
り
、
日
本
自
体
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
本
校
は
、
日
本
人
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
し
っ
か
り
と
持

ち
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
能
力
を
持
っ
た
日

本
人
を
輩
出
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
世
界
に
誇
る
す
ば
ら
し
い
歴
史
と
文

化
を
持
っ
て
い
る
日
本
。
日
本
人
と
し
て
の

誇
り
を
持
っ
た
、
つ
ま
り
日
本
人
と
し
て
の

自
己
肯
定
感
が
高
い
人
材
を
育
て
、
国
家
、

社
会
の
発
展
と
人
類
の
安
心
、
平
和
、
幸
福

の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

の
で
す
。

　
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
節
目
の
年
に
、
学

園
創
立
者
や
初
代
校
長
が
目
指
し
た
未
来
に

想
い
を
馳
せ
、
私
学
の
生
命
で
あ
る
教
育
理

念
を
見
つ
め
直
し
、
新
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ま

し
た
。
本
学
園
が
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
２
０
３
５
年
に
向
け
、
さ
ら
に
は
本
校
の

新
た
な
60
年
に
向
け
、
今
後
も
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭和の屛風山上の教訓

令和の屛風山上の教訓

不
易
流
行
と
学
校
改
革 

～
麗
澤
瑞
浪
が
目
指
す
も
の
～

麗澤高校58期、平成14年
から麗澤瑞浪に奉職、担当
教科は理科（生物）。令和
２年から麗澤瑞浪中学・高
等学校第８代校長就任。座
右の銘は「誠意は通ず」。

麗澤瑞浪中学・高等学校
校長　藤田知則
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世界で活躍できる日本人を輩出する進学校

麗澤瑞浪の55つの魅力

11
　 ｢あなたは将来何をしたいですか？｣ この問いに答えられる学生は多くありません。
　近年、日本における大学進学率は約６割、大学に行くことがゴールではなく、社会で自分がどう
活動するかが問われている時代となりました。また、平成の30年間で社会情勢も大きく変わり、
ボーダーレス化が進むとともにさまざまな場面でAIが導入されています。子供の頃描いていた憧
れの職業はなくなっているかもしれません。そんな時代の中、考え方や情報を日々アップデート
し続ける習慣をつけることで ｢将来何をしたいですか｣ という問いに答えを見つけることができ
ます。そして、卒業後はスーパーグローバル大学（SGU）において社会に通用する力をさらに養
い、世界で活躍できる人材となることを目指します。

キャリア創造 時代の変化に柔軟に対応して
｢予測不能を楽しむ｣ 生徒の育成を目指します

世界で活躍する講師と社会問題に対
する解決策をグループ討議します

「自分が何をするか」「大学で何を学
ぶか」ここがポイントです

22
　2030年に達成すべき持続可能な開発目標（SDGs）を、瑞浪市のまちづくりと環境問題と一緒
にどう解決するかを考えたり、SDGsの学習から世界の課題に目を向けたりするなど、社会の課題
に対して、現場のプロフェッショナルからアドバイスをもらい、解決方法を考えます。また、普段
の生活を便利にする商品を、メーカーの製品企画担当者にノウハウを教わりながら自分たちで考え
ることもあれば、物理の先生のサポートを受けながら、火薬ロケットエンジンを使って紙やプラス
チックでモデルロケットを作るなど、モノづくりを体験することもあります。その他、日本文化に
ついて調べる、プログラミングに挑戦するなど、自分の興味のあることについて深く学ぶことがで
きるプログラムを、中学生の総合学習RISEプログラムや、希望者対象に土曜日午前中に開催する
探究学習プログラムDiscovery Saturdayで用意しています。

探究学習 一人ひとりの深い学びをサポートします

ロジカルに考える方法を学ぶから自
分たちで前に進むことができます

まとめた内容を相手に分かりやすく
伝えることも大切な力です

33
　正しい文法で英語を書いたり読んだりすることはできても、英語を聞きとること、英語で話すこ
とが苦手な日本人。よく言われることですが、「中学校から大学まで10年も英語を学んでなぜ？」
と思う方も多いはず。本校では、これを学校の英語教育におけるアウトプットの不足が原因だと認
識しています。本校が目指す英語教育は、大学入試はもちろん留学・仕事に「使える」英語力。ネ
イティブスピーカーの授業やオンライン英会話、多彩な留学プログラムなど、実際に英語を使う機
会を豊富に用意しています。もちろん、英単語や文法などの基礎知識（インプット）もおろそかに
はしません。

英語教育 大学入試はもちろん留学・仕事に「使える」
本物の英語力を身につけよう

使う英語を確立したプログラムと４
人のALTが支援します

海外姉妹校との活発な交流が生徒の
英語への興味を引き立てます

55
　「おはよう」から「おやすみ」までが、学びの場である麗明寮。日々のあらゆる場面で、喜怒哀
楽や思いやりの心、感謝の気持ちを仲間と共有しながら過ごし、自立心を育てます。学習だけでな
く家事の一つ一つや共同作業の中から、気付きを得て成長していく。仲間たちの支えがあるからこ
そ、どんな課題にも立ち向かうことができる。生活そのものから学ぶ毎日は、人間的成長に直結す
る貴重な時間となるでしょう。

寮生活 学びのつづきは「ただいま」から

教育寮プログラムは、教員による安心
のチューター制度に支えられています

快適な個室で、自分の目標に向かい
落ち着いて生活を送ります

44
　スマートフォンが日本で使われるようになってからおよそ10年、今ではAIやドローンなど科学
技術の発展とともに社会は目まぐるしい進化を遂げています。このような変化に対応して教育も変
化しなければなりません。また、今回の新型コロナウイルス感染防止に伴う全国的な休校措置に
よって、その重要性はますます高まっています。

ICT活用 ICTを活用したわかりやすい授業
工夫ひとつで “ワクワク”する授業に

メディアリテラシーの重要性、情報の活用
方法を学ぶことで複層的思考が生まれます

教室と世界の距離がゼロになり、繫がりを
大切にする本校のよさがより発揮されます
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北
海
道
支
部

　
令
和
２
年
10
月
10
日
（
土
）
に
「
白
老
　
ウ
ポ
ポ
イ

　
地
区
麗
澤
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し
て
、
札
幌
の
「
は
ま
な
す

講
堂
」
に
朝
８
時
に
集
合
。
会
員
８
人
、
家
族
２
人
の

計
10
人
で
車
に
分
乗
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
露

天
風
呂
か
ら
眺
め
る
羊
蹄
山
の
景
色
が
素
晴
ら
し
い
ニ

セ
コ
黄
金
温
泉
を
訪
れ
、
北
海
道
で
は
希
少
な
炭
酸
泉

で
体
を
癒
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昼
は
真
狩
村
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ
ッ
カ
リ
ー
ナ
」
で
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
料

理
を
堪
能
し
た
後
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
や
普
及
を

目
的
と
し
て
創
ら
れ
た
白
老
町
に
あ
る
「
ウ
ポ
ポ
イ

（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ

文
化
の
伝
承
者
が
減
少
し
、
ア
イ
ヌ
語
や
伝
統
工
芸
な

ど
の
存
立
が
危
機
に

あ
る
こ
と
な
ど
、
ア

イ
ヌ
の
歴
史
や
文
化

等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
で
楽

し
く
全
走
行
距
離

３
５
０
㌔
の
日
程
を

こ
な
し
、
疲
れ
も
忘

れ
て
無
事
に
は
ま
な

す
講
堂
に
戻
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

�

北
海
道
支
部
　
鎌
田
　
俊
一

今
回
は
令
和
2
年
度
の
活
動
に
絞
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

福
井
県
支
部

　
令
和
２
年
９
月
５
日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
、
福
井

県
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
折
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
万
全
の
対
策
を
施
し
た
上
で
開
催
し
ま
し
た
。

福
井
県
支
部
会
員
19
名
と
み
ず
こ
う
麗
澤
会
会
長
西
尾

征
司
氏
を
迎
え
て
計
20
名
で
、
清
水
嗣
能
氏
（
36
高
）

が
経
営
さ
れ
る
「
福
井
国
際
観
光
ホ
テ
ル�

リ
バ
ー

ジ
ュ
ア
ケ
ボ
ノ
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
福
井
県
内
で
開

催
場
所
を
変
更
し
な
が
ら
初
参
加
の
方
が
増
え
る
よ
う

に
と
の
思
い
で
２
年
度
は
福
井
市
で
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
事
業
報
告
と
決

算
の
報
告
、
新
年
度
の
予
算

と
事
業
計
画
案
を
可
決
し
終

了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
初
め
て
参
加
い

た
だ
い
た
会
員
の
方
も
お
ら

れ
る
中
、
総
会
か
ら
懇
親
会

へ
と
移
り
、
世
代
に
幅
は
あ

り
ま
す
が
共
通
す
る
寮
生
活

の
思
い
出
や
瑞
浪
の
開
園
間

も
な
い
時
期
の
話
な
ど
で
感

染
も
な
く
無
事
、
盛
会
の
う

ち
に
総
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

�

福
井
県
支
部
支
部
長
　
中
島
　
福
則
（
41
瑞
）

�

副
支
部
長
　
西
本
　
整
市
（
43
高
）

千
葉
県
支
部

　
千
葉
県
支
部
で
は
昨
年
コ
ロ
ナ
禍
で
就
職
活
動
に
悩

む
麗
澤
の
後
輩
に
む
け
て
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
就
職
模
擬
面
接
を
実
施
し
ま
し
た
。
面
接
は

学
生
側
が
希
望
す
る
企
業
を
想
定
し
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
模
擬

面
接
官
と
し
て
「
今
日
は
私
が
部
長
役
、
じ
ゃ
あ
僕
は

社
長
（
笑
）
」
と
毎
回
役
回
り
を
決
め
て
一
次
試
験
か

ら
役
員
面
接
ま
で
本
番
さ
な
が
ら
に
実
施
し
ま
し
た
。

模
擬
面
接
を
受
け
た
大
学
生
、
阪
井
一
仁
さ
ん
（
80

高
）
は
面
接
力
を
上
げ
み
ご
と
大
手
放
送
局
の
広
告
代

理
店
、
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
、
ネ
ッ
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
企
業
に
内
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
面
接
時
に
は
緊
張

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
オ
ン
ラ
イ
ン
就
職
模
擬
面
接
を
通

じ
て
自
己
紹
介
の
仕
方
や
受
け
答
え
の
仕
方
な
ど
を
先

輩
か
ら
教
わ
る
こ
と
は
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
学
生
時
代
に
麗
澤
で
は
頻
繁
に
自
己
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
自
分
を
い
か
に
知
っ
て
も
ら
う
か
。
こ
れ

も
人
間
関
係
を
大
切

に
す
る
麗
澤
で
学
ん

だ
こ
と
の
一
つ
で
し

た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
も

就
職
活
動
中
の
学
生

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
　
楽
し
い

で
す
よ
。

�

千
葉
県
支
部

つ な が る 麗 澤 会

麗澤の先輩の就職模擬面接の
おかげで３社内定しました。
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支部名 支部長名 期別 メールアドレス 電話番号 携帯番号
北海道 田中　敏滋 31高 tanaka@sapporo-law.com 011-281-1441
青森県 若井　隆志 34大 twakai@actv.ne.jp 017-743-1262
岩手県 市瀬　均 56高 htichise0308@outlook.jp 090-8780-8327
宮城県 渡辺　浩吉 36・37高大 022-231-5947
秋田県 小笠原まり子 48高 korima0530@yahoo.co.jp 0184-24-2601
山形県 佐藤　豊 33高 yyh@ma.catvy.ne.jp 023-654-6451
福島県 先崎　温容 56大 qqcp3zbb9@miracle.ocn.ne.jp 0247-78-1278
茨城県 白井　嘉彦 35大 Yoshihiko77@hotmail.com 029-270-1143
栃木県 秋本　　薫 43高
群馬県 上原　克文 47大 katsufumiuehara@yahoo.co.jp
埼玉県 酒井　伊幸 41高大
千葉県 染谷　菜摘 72高大 080-6517-4377
東京都 西村　統行 43高 yuchan@plum.ocn.ne.jp 03-3829-1996
神奈川県 浅野　峰之 43高
新潟県 横山　英晴 42高 tyujyo-yoko@nct9.ne.jp 0258-66-5050
富山県 役川　喜博 42高大 076-465-6838
石川県 山口　茂一 38・39高大 moichi@po2.nsknet.or.jp 076-298-7511
福井県 中島　福則 41瑞 nakaban@beetle.ocn.ne.jp 0770-52-0825
山梨県 依田　昇一 37瑞 kaneyo@nns.ne.jp 055-233-5671
長野県 村田　昌隆 38高 shoryu.mura2@gmail.com 026-244-6716
岐阜県 長谷　愛子 34高 love-french.@docomo.ne.jp 058-392-3741
静岡県 村越　勉 30高 kameyawine@mub.biglobe.ne.jp 054-281-2082 090-3953-4280
愛知県 齋藤　鎮治 34瑞 101ys@ps-saito.jp 052-671-3946
三重県 白木　貞一郎 34瑞 info@shiraki-kk.com 0596-23-2102
滋賀県 藤居　昌幹 42瑞 mfujii.funaasa.nippon@docomo.ne.jp 0749-65-2237
京都府 生田　泰宏 43高 yasuhiroikuta@gmail.com 090-3728-2675
大阪府 福田　靖久 45高 fukuda.y@marufuku-foods.co.jp 090-3057-2505
兵庫県 大上　磯松 36高大 mkkr08300@maia.eonet.ne.jp 079-597-2020
奈良県 吉村　善明 45瑞 chi2boo@kcn.ne.jp 0743-73-2730
和歌山県 山添　順裕 45瑞 yoshihiro@yamazoe-print.co.jp 073-471-1911
鳥取県 雑賀　正光 31高大 ganju.saiga2@gmail.com 090-8715-8841
島根県 中村　寿男 36瑞大 marujyu@nippon-tea.co.jp 0852-24-0001
岡山県 山本　達 41高 telaffy3109@nifty.com 086-422-2480
広島県 湯本　雅博 38瑞 yumoto_0120@outlook.jp 084-954-3478 070-5050-3478
山口県 山下　温子 36瑞 nagako@xd6.so-net.ne.jp 090-7591-7338
徳島県 阿部　　修 35高
香川県 宮本　雅由 36高 masa-miya11@helen.ocn.ne.jp 090-8993-0254
愛媛県 鳥生　幸吉 32瑞 kokichi.0822@gmail.com 0898-23-2686
高知県 津野　義忠 29瑞大 088-852-0811
九州 矢野　壽郎 36瑞 090-4358-9222
沖縄県 和久　茂樹 46高 waku@fmokinawa.co.jp 090-9784-2171

地元の支部とも繫がっていただき、母校と期別を超えて親睦を深めましょう。

麗澤校友会は全国に支部があります。
地元にお住まいの方も、転勤等で引っ越された方もぜひご連絡ください！

麗澤校友会 都道府県支部令和３年度
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村川 景子（51大）、渡邉 佑介（59大）、小林 良平（63大）、青木 多恵（66大）、櫻井 良樹（39
高）、平野 和芳（46大）、野村 恭仁郎（61大）、邱 瑋琪（61大院）、赤松 かおる（41大）、若井 隆
志（34大）、丸 知里（62大）、丸 優泰（63大）、横田 理宇（65院）、町井 美雅（63大）、山田 辰雄
（35大）、淡島 成高（25高大）、安永 省二郎（43高）、生田 泰宏（43高）、木津 孝道（43高）、長
井 孝介（29高）、小柴 孝之（45高）、真崎 巌（46高）、植芝 紀夫（46高）、宮本 雅由（36高）、徳
永 澄憲（33瑞）、長谷川 善仁（49瑞）、川久保 剛（55瑞）、伊地知 紀仁（41高大）、堀内 一史（36
高大）、奥野 保明（28高大）、西 裕康（31高大）、雑賀 崇文（68高大）、雑賀 正光（31高大）、川瀬 
達也（55瑞大）、櫻井 大士（62瑞大）、梅田 徹（38瑞大）、前川　宏明（55瑞大）、米田　隆彦（52
大）、田中　俊弘（49高大）、横山　忠（27高大）、澤田　栄造（43高大）、匿名9人

「新型コロナウイルスで一人も退学者を出さない！」
麗澤大学「新型コロナウイルス対応緊急学生支援募金」に寄付

コロナ支援寄付ご協力ありがとうございました（敬称略・順不同）

令和２年7月18日

　
現
在
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
収
ま
ら
な
い
こ
と

か
ら
、未
曽
有
の
非
常
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
母
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
教
育
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

影
響
は
大
き
く
、
特
に
麗
澤
大
学
で
は
家
計
急
変

や
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
学
び

の
継
続
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た
学
生
が
多
数
い

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
昨
年
令
和
２
年
に
麗
澤

校
友
会
で
は
学
生
が
安
心
し
て
学
び
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
麗
澤
大
学
と
協
力
し
て
廣
池

学
園
が
行
っ
て
い
ま
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
緊
急
学
生
支
援
募
金
」
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
く
、
校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
し
て
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
か

ら
ご
厚
志
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
麗
澤
校
友
会
と
し
ま
し
て
も
協
力
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
べ
く
、
一
般
社
団
法
人
麗
澤
校
友

会
、
麗
澤
大
学
麗
澤
会
か
ら
、
さ
ら
に
は
北
海
道

支
部
、
千
葉
県
支
部
、
群
馬
県
支
部
、
大
阪
府
支

部
、
京
都
府
支
部
、
山
口
県
支
部
か
ら
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
ご
厚
志
と
合
わ
せ
て
２
５
６
４
万
円
を
令
和
２

年
７
月
18
日
に
麗
澤
大
学
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
お
一
人
お
一
人
の
ご
厚
志
と
合

わ
せ
ま
し
て
学
び
の
継
続
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ

て
い
る
学
生
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
中
に
も
、
深
刻
な

影
響
を
受
け
て
い
る
会
員
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
に
少
し
で
も
支
援
が
出

来
れ
ば
と
考
え
、
コ
ロ
ナ
危
機
対
応
「
麗
澤
校
友

会
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
イ
ト
」
を
昨
年
８
月
に
緊
急

開
設
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
も
多
く
の
方
か
ら
出

品
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
商
品
ご

購
入
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
に
次
の
方
々
か
ら
協
力
金
な
ら
び
に
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
敬
称
略･

カ
ッ
コ
内
数
字
は
通
期
）
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麗
澤
校
友
会
協
力
金

（
令
和
元
年
姫
路
大
会
へ
の
協
力
金
を
含
み
ま
す
）

三
浦 

利
重
（
7
専
）、
泉
谷 
勝
巳
（
11
専
）、
角
森 

滋

玄
（
11
専
）、
小
島 

公
平
（
14
高
短
）、
春
木 

肇
（
15

高
）、
山
根 

勘
次
郎
（
17
高
）、
小
倉 
啓
司
（
18
高
）、

菊
仲 

明
代
（
18
高
）、
福
武 

啓
一
（
18
短
）、
森
光 

義

文
（
18
高
）、
田
中 

駿
平
（
19
高
短
）、
加
藤 

法
康

（
19
高
）、
岩
田 

啓
成
（
19
高 

22
大
）、
小
島 
佳
子

（
20
短
）、
有
吉 

正
年
（
20
高
短
）、
森
川 

正
大
（
20

高
短
）、
五
百
城 

啓
太
郎
（
20
高
）、
高
岡 

忠
臣
（
20

高
）、
森 

一
馬
（
20
高
）、
川
嶋 

忠
男
（
21
大
）、
三
上 

晴
久
（
21
大
）、
平
川 

種
徳
（
21
高
大
）、
横
田 

義
信

（
21
高
大
）、
大
野 

淑
音
（
21
高
）、
岡
田 

智
子
（
21

高
）、
篠
田 

静
江
（
21
高
）、
谷
川 

誠
士
（
21
高
）、、

新
田 

紘
輔
（
21
高
）、
福
武 

啓
子
（
21
高
）、
森
山 

か

ね
子
（
21
高
）、
山
田 

荘
一
（
21
高
）、
吉
田 

豊
子
（
21

高
）、
渡
辺 

愛
子
（
21
高
）、
有
阪 

敏
（
22
大
）、
桑

島 

良
麿
（
22
大
）、
佃 

洵
（
22
大
）、
澤
村 

和
男
（
22

高
大
）、
川
窪 

靖
子
（
22
高
）、
佐
坂 

徳
（
22
高
）、
武

藤 

成
生
（
22
高
）、
森
川 

百
合
子
（
22
高
）、
山
岡 

慶

次
（
22
高
）、
横
田 

武
子
（
22
高
）、
岩
畔 

勝
子
（
23

高
）、
江
間 

良
子
（
23
高
）、
杉
山 

博
子
（
23
高
）、
中

根 

拓
代
（
23
高
）、
新
田 

賢
治
（
23
高
）、
野
口 

佐
智

子
（
23
高
）、
細
川 

菁
子
（
23
高
）、
村
上 

義
秀
（
23

高
）、
山
本 

幾
雄
（
23
高
）、
鈴
木 

一
朗
（
24
大
）、
田

中 

宏
子
（
24
大
）、
谷
澤 

淳
子
（
24
大
）、
三
谷
川 

颯

子
（
24
大
）、
有
阪 

ひ
で
（
24
高
大
）、
梶 

浩
（
24
高

大
）、
田
中 

新
二
郎
（
24
高
大
）、
則
竹 

繁
雄
（
24
高

大
）、
牛
田 

道
雄
（
24
高
）、
小
野 

剛
（
24
高
）、
会
田 

璋
子
（
24
高
）、
加
藤 

栄
一
郎
（
24
高
）、
早
川 

実
（
24

高
）、
山
田 

等
（
24
高
）、
和
倉 

健
二
（
25
大
）、
相
川 

修
治
（
25
高
大
）、
淡
島 

成
高
（
25
高
大
）、
北
川 

治
男

（
25
高
大
）、
讃
井 

た
つ
子
（
25
高
大
）、
古
川 

定
邑

（
25
高
大
）、
石
渡 

敏
子
（
25
高
）、
宇
佐
美 

洋
子
（
25

高
）、
成
瀬 

恭
子
（
25
高
）、
西
村 

晴
夫
（
25
高
）、
光

恒 

志
津
子
（
25
高
）、
宮
本 

美
恵
子
（
25
高
）、
森 

雅

子
（
25
高
）、
池
辺 

祐
三
子
（
26
高
）、
熊
谷 

和
重
（
26

高
）、
武
藤 

梅
子
（
26
高
）、
大
谷 

誠
之
（
27
大
）、
上

野 

克
行
（
27
高
大
）、
内
川 

正
徳
（
27
高
大
）、
藤
江 

正

義
（
27
高
大
）、
足
立 

サ
キ
（
27
高
）、
町
田 

芳
子
（
27

高
）、
奥
本 

章
夫
（
27
瑞
）、
國
枝 

邦
洋
（
27
瑞
）、
岡

田 

恭
彦
（
28
高
）、
風
澤 

俊
夫
（
28
高 

29
大
）、
伊
藤 

正
彦
（
28
瑞
）、
大
久
保 

和
一
（
28
瑞
）、
玉
井 

順
子

（
29
高
大
）、
宮
島 

泰
郎
（
29
高
大
）、
岩
谷 

幸
隆
（
29

瑞
大
）、
津
野 

義
忠
（
29
瑞
大
）、
関 

俊
章
（
29
高
）、

山
本 

正
治
（
29
高
）、
金
坂 

光
雄
（
29
瑞
）、
重
松 

八

朗
（
29
瑞
）、
山
田 

喬
伸
（
29
瑞
）、
炭
崎 

清
太
郎
（
30

高
）、
古
川 

正
儀
（
30
高
）、
村
上 

啓
子
（
30
高
）、
小

原 

茂
（
30
瑞
）、
葛
原 

安
秋
（
30
瑞
）、
冨
田 

佳
子
（
30

瑞
）、
真
継 

直
（
30
瑞
）、
小
田 

美
枝
子
（
31
大
）、
中

江 

よ
し
江
（
31
大
）、
永
井 

和
代
（
31
大
）、
丹
羽 

吉

知
（
31
大
）、
吉
村 

慶
二
（
31
大
）、
稲
葉 

五
十
鈴
（
31

高
大
）、
加
藤 

信
次
（
31
高
大
）、
雑
賀 

正
光
（
31
高

大
）、
稲
垣 

義
久
（
31
高
）、
稲
葉 

芳
章
（
31
高
）、
大

須
賀 
鈴
子
（
31
高
）、
黒
川 

久
（
31
高
）、
島
田 

恵
美

子
（
31
高
）、
鈴
木 

利
郎
（
31
高
）、
高
田 

正
子
（
31

高
）、
田
中 
敏
滋
（
31
高
）、
田
中 

久
子
（
31
高
）、

西
松 

裕
朗
（
31
高
）、
堀 

克
明
（
31
高
）、
前
田 

陽
子

（
31
高
）、
森
松 
千
津
江
（
31
高
）、
八
木 

百
合
子
（
31

高
）、
渡
辺 

き
み
子
（
31
高
）、
匿
名
希
望
（
31
高
）、
阿

佐 

忠
彦
（
31
瑞
）、
浅
野 
真
実
（
31
瑞
）、
井
上 

和
子

（
31
瑞
）、
今
井 

收
（
31
瑞
）、
岩
倉 

隆
明
（
31
瑞
）、

上
野 

美
知
子
（
31
瑞
）、
大
橋 
正
光
（
31
瑞
）、
川
野 

王

丈
（
31
瑞
）、
木
村 

み
つ
子
（
31
瑞
）、
九
鬼 

俊
司
（
31

瑞
）、
栗
本 

浩
嗣
（
31
瑞
）、
菅
原 

千
恵
子
（
31
瑞
）、

炭
竃 

道
子
（
31
瑞
）、
森
本 

泰
正
（
31
瑞
）、
吉
田 

格

（
31
瑞
）、
塚
本 

精
作
（
31
瑞 

32
大
）、
岩
井 
学
（
32
高

大
）、
田
島 

正
幸
（
32
高
大
）、
鎌
田 

俊
一
（
32
高
）、

橋
本 

半
兵
衛
（
32
高
）、
廣
池 

幹
堂
（
32
高
）、
水
野 

佳
子
（
32
高
）、
森
田 

光
子
（
32
高
）、
中
邑 

進
（
32

瑞
）、
森 

光
理
（
32
瑞
）、
出
口 

孝
信
（
33
高
）、
小
石 

葉
子
（
34
高
）、
長
谷 

愛
子
（
34
高
）、
大
内 

和
枝
（
35

大
）、
白
濱 

宏
一
（
35
大
）、
發
坂 

卓
雄
（
35
高
大
）、

村
槙 

文
江
（
35
高
大
）、
吉
沢 

和
人
（
35
高
大
）、
中
村 

貞
之
（
35
高
）、
辻 

博
雄
（
36
高
大
）、
河
田 

純
治
（
36

高
）、
宮
本 

雅
由
（
36
高
）、
中
田 

啓
子
（
36
瑞
）、
下

條 

英
子
（
37
高
大
）、
辻 

秋
江
（
37
高
大
）、
奥
山 

恵

俊
（
37
高
）、
椿
原 

直
樹
（
37
高 

38
大
）、
久
保
田 

悟

史
（
37
瑞
）、
髙 

巖
（
37
瑞 

38
大
）、
川
島 

則
夫
（
38

高
大
）、
岡
田 

喜
（
38
高
）、
星 

裕
典
（
38
高
）、
山
口 

睦
子
（
38
高
）、
渡
辺 

恭
子
（
38
高
）、
山
口 

茂
一
（
38

高 

39
大
）、
亀
田 

昌
和
（
38
瑞
）、
亀
田 

こ
と
え
（
39

瑞
）、
秋
庭 

宏
次
（
40
高
）、
加
藤 

智
教
（
40
瑞
）、
丸

山 

正
洋
（
40
瑞
）、
美
馬 

規
佐
子
（
40
瑞
）、
猪
飼 

孝

男
（
41
瑞
）、
中
村 

順
子
（
41
瑞
）、
徳
永 

陽
子
（
42
高

大
）、
發
坂 

卓
実
（
42
高
）、
横
山 

英
晴
（
42
高
）、
黒

臼 

浩
光
（
43
高
大
）、
浅
野 

峰
之
（
43
高
）、
熊
田 

仲

宏
（
43
高
）、
玉
井 

和
代
（
43
高
）、
横
田 

純
代
（
43

高
）、
森
光 

孝
雅
（
45
高
）、
植
芝 

紀
夫
（
46
高
）、
服

部 

直
子
（
48
瑞
）、
齊
藤 

栄
規
（
49
高
）、
服
部 

光
雄

（
49
瑞
）、
山
内 

祥
弘
（
52
瑞
）、
田
島 

由
樹
子
（
56

高
）、
大
谷 

祥
寛
（
57
瑞
大
）、
新
井 

誠
（
57
瑞
）、
風

澤 

俊
之
（
60
高
大
）、
早
川 

永
子
（
61
瑞
）、
小
倉 

千

可
子
（
70
瑞
）、
伊
藤 

華
代
（
73
大 

72
院
）、
小
倉 

久

司
（
73
瑞
）、
大
薮 

奉
寛
（
74
瑞
）、
青
柳 

翔
也
（
76

高
）、
西 

智
弘
（
76
瑞
）、
小
倉 

大
史
（
78
瑞
）、
森 

誠

嗣
（
79
瑞
）、
倉
橋 

詩
音
（
82
瑞
）、
麗
高
21
期

母
校
協
力
費

三
浦 

利
重
（
7
専
）、
大
久
保 

浩
之
（
9
専
）、
河
合 

嘉

朗
（
14
短
）、
小
倉 

啓
司
（
18
高
）、
淡
島 

成
介
（
20

短
）、
森
川 

正
大
（
20
高
短
）、
高
見 

脩
吉
（
21
短
）、

阿
部 

敬
子
（
21
高
）、
吉
田 

豊
子
（
21
高
）、
黒
田 

忠
宏

（
22
高
）、
佐
坂 

徳
（
22
高
）、
松
田 

道
明
（
23
高
）、

梶
原 

一
浩
（
24
高
大
）、
樋
口 

久
仁
子
（
24
高
）、
讃
井 

た
つ
子
（
25
高
大
）、
西
村 

晴
夫
（
25
高
）、
内
川 

正
徳

（
27
高
大
）、
田
中 

拓
治
（
27
高
）、
山
岡 

芙
美
子
（
27

高
）、
大
橋 

正
光
（
27
瑞
）、
梶
原 

恵
子
（
28
高
）、

山
本 

正
治
（
29
高
）、
川
角 

秀
夫
（
29
瑞
）、
山
田 

喬

伸
（
29
瑞
）、
藤
岡 

廣
章
（
30
大
）、
岩
城 

英
治
（
30

高
大
）、
植
木 

は
る
え
（
30
高
大
）、
村
上 

啓
子
（
30

高
）、
山
口 

嘉
洋
（
30
高
）、
木
股 

初
子
（
30
瑞
）、
中

西 
保
夫
（
30
瑞
）、
稲
葉 

芳
章
（
31
高
）、
田
中 

久
子

（
31
高
）、
西
松 

裕
朗
（
31
高
）、
八
木 

百
合
子
（
31

高
）、
阿
佐 
忠
彦
（
31
瑞
）、
九
鬼 

俊
司
（
31
瑞
）、
岩

井 

学
（
32
高
大
）、
出
口 

孝
信
（
33
高
）、
小
笠
原 

英

人
（
33
瑞
）、
小
石 
葉
子
（
34
高
）、
小
林 

希
美
（
34

瑞
）、
出
口 

宏
一
（
34
瑞
）、
大
内 

和
枝
（
35
大
）、
白

濱 

宏
一
（
35
大
）、
發
坂 
卓
雄
（
35
高
大
）、
酒
井 

篤

子
（
35
高
）、
中
村 

貞
之
（
35
高
）、
河
田 

純
治
（
36

高
）、
宮
本 

雅
由
（
36
高
）、
中
田 
啓
子
（
36
瑞
）、

久
保
田 

悟
史
（
37
瑞
）、
高
木 
治
代
（
37
瑞
）、
池
田 

香
（
38
瑞
大
）、
岡
田 

喜
（
38
高
）、
三
浦 
育
子
（
38

高
）、
山
名 

恭
子
（
38
高
）、
亀
田 

昌
和
（
38
瑞
）、
亀

田 

こ
と
え
（
39
瑞
）、
秋
庭 

宏
次
（
40
高
）、
丸
山 

正

洋
（
40
瑞
）、
伊
藤 

啓
子
（
41
瑞
）、
猪
飼 

孝
男
（
41

瑞
）、
岡
崎 

英
雅
（
41
瑞
）、
沼
田 

佳
子
（
41
瑞
）、

稲
垣 

雅
恵
（
42
高
）、
發
坂 

卓
実
（
42
高
）、
浅
野 

峰

之
（
43
高
）、
横
田 

純
代
（
43
高
）、
亀
井 

圭
子
（
43

瑞
）、
谷
口 

寿
子
（
43
瑞
）、
石
浦 

英
博
（
44
高
）、

鈴
木 

貴
子
（
45
高
）、
森
光 

孝
雅
（
45
高
）、
國
重 

美

津
子
（
48
瑞
）、
齊
藤 

栄
規
（
49
高
）、
倉
澤 

睦
（
49

瑞
）、
窄
口 

美
子
（
49
瑞
）、
山
内 

祥
弘
（
52
瑞
）、
飯

田 

裕
美
（
53
瑞
）、
宮
下 

和
大
（
54
瑞
）、
田
島 

由
樹
子

（
56
高
）、
大
谷 

祥
寛
（
57
瑞
大
）、
磯
道 

は
す
美
（
57

瑞
）、
三
上 

節
子
（
58
院
）、
早
川 

永
子
（
61
瑞
）、
伊

藤 

華
代
（
73
大 

72
院
）、
大
薮 

奉
寛
（
74
瑞
）、
久
保
田 

尚
紀
（
77
瑞
）、
倉
橋 

詩
音
（
82
瑞
）、
麗
高
28
期

麗
澤
・
箱
根
駅
伝
（
麗
大
陸
上
競
技
部
）

泉
谷 

勝
巳
（
11
専
）、
田
口 

雄
三
（
17
高
）、
田
中 

駿

平
（
19
高
短
）、
高
見 

脩
吉
（
21
短
）、
平
川 

種
徳
（
21

高
大
）、
吉
田 

豊
子
（
21
高
）、
田
中 

宏
子
（
24
大
）、

古
川 

知
子
（
24
高
）、
西
村 

晴
夫
（
25
高
）、
内
川 

正

徳
（
27
高
大
）、
川
村 

文
孝
（
27
瑞
）、
宇
井 

利
夫
（
28

高
大
）、
奥
野 

保
明
（
28
高
大
）、
山
田 

正
春
（
28
高

大
）、
小
原 

直
文
（
28
高
）、
玉
井 

順
子
（
29
高
大
）、

山
田 

喬
伸
（
29
瑞
）、
植
木 

は
る
え
（
30
高
大
）、
村

上 

啓
子
（
30
高
）、
元
垣
内 

薫
（
30
高
）、
山
口 

嘉
洋

（
30
高
）、
稲
葉 

芳
章
（
31
高
）、
八
木 

百
合
子
（
31

高
）、
阿
佐 

忠
彦
（
31
瑞
）、
出
口 

孝
信
（
33
高
）、
小

石 

葉
子
（
34
高
）、
白
濱 

宏
一
（
35
大
）、
發
坂 

卓
雄

（
35
高
大
）、
村
槙 

文
江
（
35
高
大
）、
吉
沢 

和
人
（
35

高
大
）、
宮
本 

雅
由
（
36
高
）、
中
田 

啓
子
（
36
瑞
）、

池
田 

香
（
38
瑞
大
）、
吉
村 

純
子
（
39
瑞
）、
秋
庭 

宏

次
（
40
高
）、
丸
山 

正
洋
（
40
瑞
）、
猪
飼 

孝
男
（
41

瑞
）、
中
村 

順
子
（
41
瑞
）、
發
坂 

卓
実
（
42
高
）、

飯
田 

秀
志
（
42
瑞
）、
浅
野 

峰
之
（
43
高
）、
横
田 

純

代
（
43
高
）、
種
田 

敏
徳
（
44
瑞
）、
森
光 

孝
雅
（
45

高
）、
臼
井 

輝
久
（
47
大
）、
齊
藤 

栄
規
（
49
高
）、
山

内 

祥
弘
（
52
瑞
）、
伊
藤 

和
弘
（
55
大
）、
大
谷 

祥
寛

（
57
瑞
大
）、
早
川 

永
子
（
61
瑞
）、
玉
井 

智
子
（
66

大
）、
大
薮 

奉
寛
（
74
瑞
）、
前
田 

教
博
（
68
大
）、
伊

藤 

華
代
（
73
大 

72
院
）、
麗
大
ゴ
ル
フ
部O

B

会

御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
に
次
の
方
々
か
ら
協
力
金
な
ら
び
に
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
敬
称
略･

カ
ッ
コ
内
数
字
は
通
期
）
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▼�

会
報
を
ま
と
め
て�

お
送
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
皆
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
会
報
で
す
が
、会
員

の
方
の
中
に
は
親
子
で
、ご
夫
婦
で
会
員
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
り
、同
じ
住
所
に
は
１
冊
で
よ
い
、と
の
お
声

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、今
回
そ
の
よ

う
な
ご
要
望
を
お
持
ち
の
方
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

ま
と
め
て
送
付
を
ご
希
望
の
方
は
、同
封
し
ま
し
た
ハ

ガ
キ
の
①
の
欄
に
、ご
同
居
の
会
員
の
方
の
お
名
前
、出

身
校
、麗
澤
の
期
と
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、従
来
通
り
個
々
の
お
届
け
を

ご
希
望
の
方
は
、記
入
い
た
だ
か
な
く
て
結
構
で
す
。

▼�

デ
ジ
タ
ル
版
会
報
に
つ
い
て

　
麗
澤
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
デ
ジ
タ
ル
版
会
報
を

掲
載
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
従
来

の
紙
印
刷
に
よ
る
会
報
の
お
届
け
が
不
要
の
方
は
、
同

封
し
ま
し
た
ハ
ガ
キ
の
②
の
欄
に
○
を
ご
記
入
い
た
だ

き
返
送
く
だ
さ
い
。

▼
皆
さ
ま
の
ご
職
業
に
つ
い
て

　
麗
澤
校
友
会
で
は
４
万
５
０
０
０
人
余
の
会
員
の
方

の
お
名
前
、
現
住
所
、
電
話
番
号
、
ご
実
家
の
住
所
、

母
校
、
卒
業
期
な
ど
の
情
報
を
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て

お
り
、
住
所
変
更
な
ど
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
際
に

は
、
そ
の
都
度
シ
ス
テ
ム
の
情
報
を
修
正
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
個
人
情
報
で
す
の

で
扱
い
に
は
十
二
分
に
留
意
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
大
学
で
も
中
学
・
高
等
学
校
で
も
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
重
要
性
が
増
し
て
お
り
、
実
社
会
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま

す
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
麗
澤
中
学
・
高
等
学
校
で

は
毎
年
「
希
望
職
業
別
講
演
会
」
を
開
催
し
、
十
数
名

の
会
員
の
皆
さ
ま
が
ご
出
席
く
だ
さ
り
、
ご
職
業
の
様

子
や
高
校
時
代
の
勉
強
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
企
画
・
運
営
・
援
助
を
「
れ
い
こ
う
麗
澤

会
」
が
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
麗
澤
校
友
会
で
管
理

し
て
い
る
会
員
情
報
に
は
職
業
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
頼
り
に
会
員
の
方
に
講
師
と
し

て
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
麗
澤
大
学
生
が
就
職
活
動
を
行
う
際
に
、
大
学

事
務
局
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
熱
心
か
つ
強
力
な
お
世

話
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
方
の
職
業
が
わ
か
れ

ば
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪
問
や
個
別
相
談
な
ど
を
一
層
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
後
輩
た
ち
の
学
び
と
成
長
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
職
業
の
登
録
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。
同
封
い
た
し
ま
し
た
ハ
ガ
キ
の
③
の
欄

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ご
記
入
の
際
は
次
ペ
ー
ジ
の

「
業
種
一
覧
」
と
「
職
種
一
覧
」
か
ら
該
当
す
る
番
号

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼�

皆
さ
ま
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
つ
い
て

　
皆
さ
ま
が
同
窓
会
を
開
く
と
き
、
ま
た
は
都
道
府
県

支
部
か
ら
総
会
や
懇
親
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す

る
と
き
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
母
校
麗
澤
会
か
ら
お
知

ら
せ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
す
る
と
き
、
郵
送
や
電

話
で
の
連
絡
で
は
膨
大
な
手
間
と
費
用
が
掛
か
り
ま

す
。
そ
こ
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
前
述
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
関
し
て
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
き
も
有

効
な
連
絡
手
段
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
も
同
封
い
た
し
ま
し
た
ハ
ガ
キ
の
④
の
欄
に
ご

記
入
い
た
だ
き
返
送
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
し
っ
か
り
と
管
理

し
、
上
記
の
用
途
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
現

在
も
個
人
の
会
員
か
ら
お
尋
ね
が
あ
っ
た
場
合
は
お
教

え
す
る
の
を
お
断
り
し
て
お
り
、
同
窓
会
開
催
時
の
名

簿
請
求
に
も
期
別
代
表
の
方
か
ら
の
み
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※�

上
記
は
ハ
ガ
キ
記
入
以
外
に
も
麗
澤
校
友
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
海
外
在
住
の
方
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い
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業種一覧 職種一覧

1 農業・林業・水産・鉱業
2 建設業
3 製造業
4 卸売・小売業
5 金融・保険業
6 不動産業
7 運輸・倉庫業
8 マスコミ業
9 情報通信・ソフトウェアサービス
10 飲食店・観光業・娯楽
11 その他のサービス業
12 医療・福祉関連業
13 公益業・非営利団体
14 教育
15 学術研究・専門技術者
16 公務員
17 その他

21 経営者・役員
22 会社員 ( 総合職 )
23 会社員 ( 一般職 )
24 契約社員・派遣社員
25 パート・アルバイト
26 公務員 ( 教員除く )
27 教育職
28 医師
29 理学療法士
30 作業療法士
31 臨床検査技師
32 薬剤師
33 社会福祉士・精神保健福祉士
34 臨床心理士
35 管理栄養士・栄養士
36 公認会計士
37 弁護士
38 税理士
39 司法書士
40 自営業 ( オーナーなど含む )・自由業
41 専業主婦・主夫
42 大学院生
43 大学生
44 専門学校生・短大生
45 家事手伝い
46 無職・定年退職
47 その他

　
麗
澤
大
学
と
麗
澤
中
学
・
高
等
学
校
の
卒
業
生
で
あ
り
俳
優

の
田
中
邦
衛
氏
（
享
年
88
）
が
、
令
和
３
年
３
月
24
日
（
水
）

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
葬
儀
は
ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
ご
家
族
の
み
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
氏
は
、
麗
澤
高
校
を
卒
業
後
、
麗
澤
短
期
大
学
英
語
科

（
現
在
の
麗
澤
大
学
）
へ
ご
入
学
さ
れ
、
在
学
中
は
英
語
劇
グ

ル
ー
プ
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
誰
も
が
知
る

日
本
を
代
表
す
る
俳
優
と
し
て
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
氏
は
２
０
０
９
年
に
麗
澤
大
学
開
学
50
周
年
を
記
念

し
た
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
・
大
同
窓
会
」
に
て
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
に
参
加
し
、「
邦
衛
さ
～
ん
！
」
と
会
場
の
み
ん
な
で

田
中
氏
を
呼
ぶ
と
「
言
葉
が
出
ね
ぇ
。
久
し
ぶ
り
の
学
園
に
熱

い
思
い
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
よ
」
と
言
い
な
が
ら
本
学
で
の
思

い
出
を
振
り
返
り
、
１
２
０
０
名
以
上
の
同
窓
生
に
笑
い
と
涙

と
感
動
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
す
ば
ら
し
い
功
績
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃

　報

田
中
邦
衛
氏
（
15
高
短
）

田中邦衛（たなか　くにえ）氏
プロフィール
俳優。1932年生まれ。麗澤高校卒業後、
麗澤短期大学英語科（現在の麗澤大学）
入学。卒業後は俳優として活躍。 映画・
若大将シリーズで青大将、テレビドラ
マ『北の国から』で黒板五郎を演じた。 
日本アカデミー賞最優秀助演男優賞、

『子連れ狼 その小さき手に』の演技で
ブルーリボン賞の助演男優賞を受賞す
るなど、日本を代表する国民的俳優と
して活躍された。
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麗澤大学麗澤会

会　　長	 黒須　里美（43高大）
副 会 長	 松浦　貞雄（56高大）
理　　事	 平原　由樹（57大）	 富田　裕之（58大）	 西山のりこ（60瑞大院）	 松野　大祐（69大）
事 務 局	 局長：松野　大祐（69大）　　次長：長尾　麻由（76大）

一般社団法人麗澤校友会　令和３年度役員

名誉会長	 廣池　幹堂（32高）
顧　　問	 宮嶋　邦彦（15高短）	 山本　幾雄（23高）	 小野　　剛（24高）	
特任顧問	 岡田　恭彦（28高）
名誉会員	 廣池加津子

代表理事・会長	 松浪　　進（32高）
代表理事・副会長	 黒須　里美（43高大・麗澤大学麗澤会会長兼務）
専務理事	 上平　光孝（35高）
理事・副会長	 松岡　省一（30高大）	 松浦　貞雄（56高大）
理　　事	 田中　敏滋（31高）	 岡田　　喜（38高）	 野本　廣之（40高）	 村田　雅洋（41瑞）
	 川島　正敬（42瑞大）	 徳永　陽子（42高大）	 田口　英樹（43高）	 山田　健嗣（43瑞大）
	 高野倉匡人（44高）	 林　　章浩（44瑞大）	 小柴　孝之（45高）	 森光　孝雅（45高）
	 平原　由樹（57大）	 富田　裕之（58大）	 西山のりこ（60瑞大院）	 松野　大祐（69大）
監　　事	 木津　孝道（43高）
麗澤校友会室	 室長：鷲津　泰邦（45瑞）　　　職員：福田　千恵（63高）

この度役員改選が行われ、新しい役員が決まりました。母校麗澤会役員とともにご紹介いたします。

会　　長	 野本　廣之（40高）
副 会 長	 安武　智佐（42高）	 永冶　真樹（46高）
事務局長	 佐坂　浩二（50高）
理　　事	 増田　光辰（46高）	 諫山　佳子（51高）	 中山　理恵（57高）	 木村　道生（58高）
	 風澤　俊之（60高大）	 白澤　美幸（63高）	 荻野　有美（66高）	 重松　雅治（66高）
監　　事	 植田　　覚（51高）
事 務 局	 三浦　礼子（51高）	 小島　智子（55高）

れいこう麗澤会

会　　長	 川島　正敬（42瑞大）
副	会	長	 藤井　輝彦（36瑞）	 位田		耕一（43瑞）	 伊藤　敏大（54瑞）
事務局長	 神田　　和（62瑞）
常任理事	 甲斐　　誠（37瑞）	 川嶋　光人（37瑞）	 塚本　正寿（38瑞）	 内海　俊明（40瑞）
	 堀　　一宏（43瑞）	 則竹　勅仁（47瑞）	 野瀬　博経（48瑞）	 阿部　浩司（49瑞）
	 山本　和博（52瑞大）	 望月　正人（57瑞大）	 小栗　加奈（57瑞）	 長谷　享治（61瑞大）
	 竹内　　巧（65瑞）	 宮田　祐嗣（66瑞）	 加藤　昇一（64瑞・広報）
理　　事	 安江　盛一（38瑞）	 安藤　誠子（45瑞）	 小倉　智代（48瑞）	 山崎　保美（52瑞）
	 松瀬　　光（60瑞）	 川崎　匡剛（61瑞大）	 安藤みゆき（62瑞）	 谷渕　貴啓（67瑞）
	 伊藤　健文（68瑞）	 林　　俊紀（72瑞・庶務･会計）
事	務	局	 麻生　裕子（42瑞）

みずこう麗澤会
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麗澤各校　令和３年度　執行部

学　　長	 徳永　澄憲（33瑞）
副 学 長	 渡邉　　信（図書館長兼務）	 堀内　一史（36高大）
学長補佐	 馬場　靖憲（産官学連携担当）	 岩澤　知子	（将来構想担当）

外国語学部学部長	 千葉　庄寿	 経済学部学部長	 上村　昌司
国際学部学部長	 野林　靖彦

言語教育研究科研究科長	 野林　靖彦	 経済研究科研究科長	 籠　　義樹
学校教育研究科研究科長	 井出　　元（29高大）
事務局長	 小林　宏明

麗澤大学

校　　長	 松本　卓三（36高）
教　　頭	 櫻井　讓	 西野　　徹（49高）	 廣中　富士子

事務課課長	 横田　茂弘

麗澤中学・高等学校

校　　長	 藤田　知則（58高）
教　　頭	 山本　崇之（53高）	 高橋　周作（54高）	 松本　兼太朗（58高）

事務部部長　山本　崇之（53高・兼務）	 部長代行　橋冨　英仁（50高）

麗澤瑞浪中学・高等学校

園　　長	 岡田　　喜（38高）
事 務 長	 服部恵理子（61高）

麗澤幼稚園
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お申し込み・お問い合わせ

　琵琶湖の源水の３分の１を生み出す自然に囲まれ、日本百選の美しい景観がい
くつも点在する高島市。近江聖人こと中江藤樹ゆかりの地として知られるこの地
に、麗澤会員が利用できる新たな施設がオープンしました。
　少子化等による児童数減少のため閉校となった小学校を利活用。校舎の構造を
そのまま活かしながら、宿泊ができる学習施設にリノベーション。付近には温泉も
あります。

　時期によっては、淡海湖西生涯学習センターが運営する
自然を活かした体験活動等のプログラムも行われます。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

公益財団法人モラロジー道徳教育財団
淡海湖西生涯学習センター
〒520-1202　滋賀県高島市安曇川町下古賀1182
TEL：0740-20-9033　FAX：0740-20-9034
E-mail：oumikoseicenter@gmail.com

麗澤会員が利用できる新施設がオープン
滋賀県
高島市

淡
お う み こ せ い

海湖西生涯学習センター
ぜひお越しください

高島の四季

〈10人以上の団体利用で〉1人1泊朝食付　大人3,500円、小学生以下2,500円
　※上記金額の半額を校友会から補助します。
　※昼食、夕食は各自でお済ませいただくか、自炊用の調理室もございます。

利用料金
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新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
る
入
学
式
が
実

施
さ
れ
る
か
と
心
配
を
い
た
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
万
全
の
感
染
対
策
に
よ
り
無
事
実
施

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
校
友
会
活
動
は
年
間
行
事

計
画
を
全
面
的
に
見
直
す
こ
と
と
な
り
、
す

べ
て
の
活
動
を
当
面
休
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
ず
会
報
「
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
」
の
発
行

を
中
止
と
し
、
年
会
費
の
納
入
を
見
送
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
、
校
友
会
と
し
て

な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
考
え
た
時
、
活
動

目
的
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
母
校
支
援
を
最
優

先
に
考
え
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
新
学

期
を
迎
え
た
各
学
校
に
状
況
を
伺
い
学
生
支

援
を
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
一
人
も
退
学
者
を
出
さ

な
い
！
」
を
目
標
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

会
員
の
皆
さ
ま
に
生
き
が
い
と
喜
び
を

代
表
理
事
・
会
長

（
32
高
）

松
浪

　
　進

れ い た く の 森

時
に
匹
敵
す
る
状
況
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
と
っ
て
未
知
の
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
と
半
年
が
過
ぎ
た
今

も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
猛
威
を
振
る
っ
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
ま
た
ご
家
族

の
皆
さ
ま
の
中
に
は
、
言
い
表
す
こ
と
の
で

き
な
い
辛
く
て
苦
し
い
ご
経
験
を
さ
れ
た
方

も
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
衷
心
よ
り

お
悔
や
み
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
状
況
下
で
各
学
校
の
卒
業
式
、
ま
た

　
４
万
５
０
０
０
名
余
の
麗
澤
校
友
会
の
皆

さ
ま
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
平
素
は
、
麗
澤
校
友
会
の
活
動
・
運
営
に

多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
１
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
情
報
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
瞬
く
間
に

感
染
が
全
国
に
拡
大
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
の
大
戦
を
経
験
さ
れ
た
ご
先
輩
方
は
そ
の
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個別研修も承ります。詳細は公式HPまたはQRコードから

◇お問合せ◇ 公益財団法人 モラロジー道徳教育財団 社会連携部

担当：中澤史隆（麗高53期・麗大55期）・山本麻千子（麗高・麗大57期）

TEL：04-7173-3182 ／ Email：sharen@moralogy.jp

自分も相手も第三者も
大切にしていくためには !?

「三方よし」の考え方と
スキルを学ぶセミナーがスタート ！

オンラインだから、ご自宅でも
外出先でもご受講いただけます。

Zoomのブレイクアウトルームを
活用したワークセッションも交えた

９０分のセミナーです。

参加費

開催日

定 員

各回２,７50円 （税込）
※オリジナル解説資料代等を含む

各回２５名

７月２９日（木）８月２６日（木）９月１６日（木）
１３：３０～１５：００ 13：30～15：00 13：30～15：00

オススメ

◎ 周囲との人間関係を良くしたい方
◎ コミュニケーション力を高めたい方
◎ 好感を持たれる人間力を磨きたい方

30,000円 （税込）
※オリジナル解説資料代等を含む

参加費

開催日

定 員

各回4,950円 （税込）
※オリジナル解説資料代等を含む

各回２５名

７月１６日（金）８月６日（金）９月１７日（金）
※いずれも16：00～１７：３０ その他日程はHPよりご確認ください

オススメ

◎ リーダーシップを身につけたい方
◎ 社内コミュニケーションを良くしたい方
◎ 経営者として自信を身につけたい方

企業

・団体30,000円 （税込）
※オリジナル解説資料代等を含む

企業

・団体

三方よし
オンラインセミナー

令和３年４月１日より、モラロジー研究所は

に名称変更いたしました

スマホでも学べる！新しい学びの場
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　2021年のオープンキャンパスは、コロナウイルス感染拡大防止策を講じた
上で来場型開催を予定しています。緑あふれる広大なキャンパスで、学生スタ
ッフや先生たちと直接話して、大学選びのヒントをつかんでください！

　この夏、麗澤高校では毎年恒例の「サマーチャレンジ寮体験」を実施しま
す。集団生活で養われる「感謝・思いやり・自立」の３つの心と熱い友情。
寮体験では麗澤高校生（寮生）が皆さんをサポートして、実際の寮生活を送
ります。もちろん、高校の授業も体験できます。中学生の皆さんの参加をお
待ちしています。

今後の状況によりプログラムの変更や開催中止の可能性もございます。また日によってプログラムが異なります。
麗澤大学ウェブサイトで随時お知らせいたしますので御確認ください。

学校生活を実感！スクールライフを体験してみませんか？
SS(Student Staff )と呼ばれるお手伝いの本校生徒もサポートするので安心
です。夏の思い出作りにも！参加をお待ちしております。

※要申込。開催日の約1か月前より麗澤大学ウェブサイトよりお申込みいただけます。

オープンキャンパス

サマーチャレンジ寮体験2021

体験入学

麗澤
大学

麗澤
瑞浪

麗澤
中高

自分の目で見て、聞いて、麗澤を体験してみよう！！

感染対策を徹底し、万全の体制で皆さんをお迎えします

小４～小６、中３対象
今年は日帰り実施！ お申込はこちら！

8月21日、22日、9月26日開 催 日
 8月21日、22日 ［2部制］  午前　9：30～12：30

午後　13：30～16：30
9月26日　10：00～15：00
※無料駐車場あり、保護者の方も一緒にご参加いただけます

開 催 時 間

大学説明・入試案内、模擬授業、キャンパスツアー、学部紹介ブースなど主なプログラム

８月21日（土）～22日（日）
１泊２日

日 　 程

 中学２・３年生（男女各15人）対  象

８月15日（日）申 込 締 切

4,000円（食事、レンタル布団代、保険代等）参 加 費

麗澤サマーチャレンジ寮体験係 担当・諫山佳子
（本校ウェブサイトの申し込みフォームからお申し込みください）

問い合わせ先

参加者
募集

日 程 7/30（金）：小4・5年生対象　　7/31（土）：小6年生対象　　8/1（日）：中3対象

開 催 時 間 各日10：00～17：00（予定、時間は変更になる場合があります）

申 込 7/1（木）9：00～　本校HPまたは上記QRコードより　※定員に達し次第申込を締め切ります。

主なプロブラム 授業・楽しいレク等、盛りだくさんです。

参 加 費 用 3,000円（本人＋保護者1名分の昼食込み）　※追加で昼食が必要な場合はお1人につき500円お支払いください。

問い合わせ 入試広報チーム（0572-66-3111）まで
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